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p8 ■ 4月から「子ども手当」支給スタート

p9 ■ 後期高齢者医療の保険料変更

こんなときは「国民健康保険」の資格の届出を

p10 ■ 国民年金 お得な納め方

p11■ 在宅高齢者福祉サービス

p12■ 運動教室参加者募集！

助成します 人間ドック＆脳ドック
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家庭用生ごみ処理機器購入事業補助金、電話お願い手帳　

■■■（取り出してご使用ください）4月のカレンダー■■■

(平成１８年４月７日生)

おてんば娘の端稀。４月からは幼稚園
生！友だちいっぱい作って、思いやり
のある優しい女の子に育って欲しい。

剛
つよし

さん・好美
よしみ

さんの長女（町屋）

(平成１８年４月５日生)

４月から念願の幼稚園だネ！ママは
ちょっと淋しくなっちゃうけど、お友
だちいっぱい作って楽しく行こうね！

大介
だいすけ

さん・恭子
きょうこ

さんの次女（御門）

新幹線とスポーツカーが大好きなけん
ちゃん。人の気持ちがわかる優しい男
の子になってね。

誠也
せいや

さん・啓子
けいこ

さんの長男（寺家）

(平成１８年４月１５日生)

小さかった未來くんもすくすく元気に
大きくなりました。これからもかわい
い笑顔をたくさん見せてね。

仁
じん

さん・水奈子
み　な　こ

さんの長男（長岡）

(平成１８年４月１４日生)

フットサルを習っている浬くん。毎日
楽しそうにボールを蹴っています。君
の優しさをいかして、和を大切にね。

淳
じゅん

さん・由紀子
ゆ　き　こ

さんの長男（古奈）

(平成１８年４月２６日生)

名前のとおり、歌が大好きな歌恋！嵐
の歌も上手だよ！これからも陽太兄ち
ゃんと一緒に優しく元気に育ってね！

啓
あきら

さん・めぐみさんの長女（田京）

(平成１９年４月２８日生)

市内在住の５月生まれで２～４歳まで（平成
１８年、１９年、２０年の各５月生まれ）のお子さ
んを７人募集します。４月９日（金）までに電話
またはメールで、お子さんの氏名、性別、生年
月日、住所、平日に連絡できる電話番号を明示
してお申し込みください。ただし、過去に掲載
されたお子さんはお申し込みできません。
なお応募多数の場合は、４歳になる（応募資

格の最終年齢）お子さんを優先して掲載します。
４歳のお子さんが多かった場合、または４歳の
お子さんの応募が少なく、枠が残った場合は抽

選になりますのでご了承ください。
お子さんの掲載が決まった場合は、こちら

から電話し、数日中に写真とコメントを提出
していただきます。

申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１
info@city.izunokuni.shizuoka.jp

募集条件
が

変わりま
した！

カメラ付き携帯電話をお
持ちの人は左のＱＲコー
ドから市ＨＰにアクセス
してお申し込みください。

＊今月号の『今が旬！！』は、スペースの都合によりお休みします。

市ホームページで市内の桜最新情報を
公開中！携帯電話は上のＱＲコードから



▼
一
つ
目
の
柱

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
２１
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
伊
豆
長
岡
庁
舎
で
は
、

太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
と
省
エ
ネ
照
明
設
備
へ
の
取
替
工
事

を
行
い
、
長
岡
幼
稚
園
と
田
京
幼
稚
園
に
は
、
太
陽
光
発
電
装

置
を
設
置
す
る
ほ
か
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設
置
者

に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
処
理

施
設
の
設
置
場
所
が
早
期
に
決
定
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
不
法
投
棄
対
策
事
業
や
市
の

花
あ
や
め
の
普
及
事
業
、公
園
施
設
の
充
実
、

放
任
竹
林
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

▼
二
つ
目
の
柱

地
域
観
光
推
進
事
業
で
は
、
宿
泊
者
の
増
加
と
富
士
山
静
岡
空

港
の
利
用
を
促
す
た
め
、
静
岡
空
港
と
小
松
空
港
を
結
ぶ
便
を
利

用
し
た
伊
豆
長
岡
温
泉
の
宿
泊
者
に
対
し
補
助
を
行
う
、
誘
客
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
観
光
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
で
は
、
観
光
関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
顧
客
本

位
の
旅
行
プ
ラ
ン
が
で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
観
光
関

係
者
に
よ
る
当
市
な
ら
で
は
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
有
機

栽
培
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
託
し
、
有
機
堆
肥
を
活
用
し
た
安
全
で

安
心
な
野
菜
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
さ
れ
た
高
機

能
野
菜
を
使
っ
た
特
産
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
振
興
で
は
、
後
継
者
の
育
成
や
、
用
排
水
路
・

湛
水
た
ん
す
い

防
除
施
設
な
ど
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
緊
急
雇
用
対
策
で

は
、
九
事
業
で
の
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

3 ２０１０．４．１いずのくに 2２０１０．４．１いずのくに

▼
三
つ
目
の
柱

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
施
設
の
耐
震
化
対
策
で

は
、
長
岡
幼
稚
園
と
田
京
幼
稚
園
の
園
舎
の
建
設
を
行
い
、
新

校
舎
が
完
成
し
た
大
仁
中
学
校
で
は
、
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
と
旧
校
舎
解
体
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
外
国
人
の
英
語
指
導
助
手
を
中
学
校
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
に
も
派
遣
し
、
連
続
し
た
英
語
教

育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
児
童
教
室
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
子

育
て
支
援
の
九
施
設
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
録
画
装
置
な
ど
を
設

置
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
保
護
で
は
、
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
認
定
を
受
け
、

反
射
炉
と
し
て
世
界
唯
一
現
存
す
る
、
史
跡
韮
山
反
射
炉
の
保

護
に
向
け
、
経
年
劣
化
調
査
を
実
施
し
、
修
理
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

文
化
事
業
で
は
、

国
民
文
化
祭
の
継

続
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
坦
庵
合
唱
祭
」

を
開
催
し
、
交
流

人
口
の
増
加
と
宿

泊
に
つ
な
が
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
講
座
を
六
十
五
講
座
開
設
す
る
予
定
で
す
。

▼
四
つ
目
の
柱

自
己
負
担
な
し
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
昨
年
十
月
か
ら

対
象
を
小
学
校
六
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
に
取
り
組
む

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
育
児

の
両
立
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
四

住
ん
で
良
か
っ
た
、住
み
続
け
た
い
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

月
か
ら
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

不
妊
治
療
助
成
は
、
申
請
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
算
額

を
増
額
し
、
少
子
化
対
策
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
で
は
、
七
十
五

歳
以
上
の
人
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
に
つ
い
て
、
二
分
の

一
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
で
は
、
啓
発
活
動
や
個
人
通
知
の
充
実
、

成
人
ガ
ン
検
診
で
は
、
集
団
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
が

受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
が
、
積
極
的
に
外
出
で
き

る
よ
う
、
タ
ク
シ
ー
等
利
用
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
め
お
と
湯
の
館
」
を
活
用
し
た
、
韮
山
地
区
へ
の
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
敬
老
会
に

つ
い
て
は
、
市
主
催
の
敬
老
会
は
廃
止
し
、
各
地
区
主
催
の
も

の
へ
移
行
し
て
い
き
、
運
営
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
二
期
福
祉
村
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
計
画
に
よ
り
、
障
害

者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
三
つ
の
施
設
を
継
続
的
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
建
設
す
る
就

労
訓
練
施
設
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
五
つ
目
の
柱

治
水
対
策
と
し
て
、
洞
川
ど
う
が
わ

や
山
田
川
の
流
域
浸
水
対
策
事
業

や
長
岡
川
都
市
下
水
路
整
備
事
業
、
小
坂
地
区
の
都
市
下
水
路

整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
路
整
備
で
は
、
継
続
事
業
で
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
大

一
〇
一
号
線
を
は
じ
め
、
十
四
路
線
の
改
良
工
事
を
行
い
、
安

全
性
の
確
保
と
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、
新
長
瀬
配
水
池
送
水
管
新
設
・
布
設
替
工
事
や
鳴
沢

配
水
池
耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
水
道
施
設
の
整
備
・
更
新
を
進

平
成
二
十
二
年
度
予
算
は
、
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
る
市
税
の

減
収
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と

す
る
扶
助
費
が
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
の

編
成
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る
将
来
像
の
実
現
を
念
頭
に
置
き
、
直
面
す
る
課
題
や
重
点
施

策
に
対
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
た
予
算
と
し

て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、
治
水
対
策
な
ど
の
重
点
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け

た
い
と
実
感
で
き
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▼
一
つ
目
の
戦
略
「
伊
豆
半
島
交
流
軸
の
構
築
」

伊
豆
半
島
の
交
流
の
要
衝
と
し
て
、
広
域
的
役
割
を
果
た
す

機
能
や
情
報
発
信
の
機
能
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民

生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
産
業
振
興
な
ど
、
市
の
発
展
に
は
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
と
考
え
、
投
資
の
効
果
や
補
助
金
制
度

な
ど
、
整
備
に
向
け
て
の
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
中
央
道
の

料
金
の
無
料
化
と
江
間
地
区
の
伊
豆
中
央
道
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▼
二
つ
目
の
戦
略
「
狩
野
川
流
域
生
活
圏
の
一
体
化
」

歴
史
的
背
景
に
築
か
れ
た
文
化
や
個
性
を
生
か
し
、
狩
野
川

を
中
心
に
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
歴

史
的
資
産
の
全
国
発
信
に
つ
い
て
は
、
江
川
坦
庵
公
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
た
国
民
文
化
祭
に
続
き
、
新
年
度
は
、

「
坦
庵
合
唱
祭
」を
開
催
し
、
坦
庵
公
の
名
を
さ
ら
に
広
め
る
と

と
も
に
、
国
指
定
史
跡
韮
山
反
射
炉
を
全
国
に
発
信
し
、
歴
史

的
資
産
を
活
か
し
て
、
観
光
、
農
業
、
商
工
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
経
済
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
三
つ
目
の
戦
略
「
安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」

家
庭
や
宿
泊
施
設
か
ら
食
品
残
渣

ざ
ん
さ

を
回
収
し
、
こ
れ
を
堆
肥

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
・
経
済
・
資
源
を
複
合
的
に
組
み

込
ん
だ
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

堆
肥
化
施
設
は
、
八
月
の
完
成
を
目
指
し
、
施
設
完
成
後
は
、

食
品
残
渣
や
畜
糞
ち
く
ふ
ん

な
ど
か
ら
、
安
全
な
堆
肥
を
製
造
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
一
般
廃
棄
物
を
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
資
源
の
還
元
を
進
め
、
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
二
年
三
月
市
議
会
定
例
会
・
市
長
施
政
方
針
よ
り
）

総
合
計
画
三
つ
の
戦
略

伊豆の国市長

望月　良和

め
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
事
業
で
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

や
江
間
汚
水
幹
線
整
備
な
ど
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
五
カ
年
の
継
続
事
業
で
あ
る
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
は
最
終
年
度
と
な
り
、
大
仁
地
区
の

整
備
を
も
っ
て
完
了
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
迅
速
な
情
報
提

供
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
特
性
を
活
か
し
た
多
機
能
運
用
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
女
性
消
防
隊
を
編
制
し
、
市
民
へ
の
防
火
予
防
や
災

害
時
の
応
急
手
当
て
、
家
庭
用
火
災
報
知
機
の
普
及
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
各
自
治

会
な
ど
と
協
力
し
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
六
つ
目
の
柱

市
民
と
行
政
の
協
働
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
行
政
か
ら
の
情

報
の
提
供
と
、
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
市
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
、
的
確
な
情
報
を
発
信
し
、
開
か
れ
た
行
政
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で
の
市
政
懇
談
会
や
市
長
へ

の「
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
」な
ど
、
市
民
が
よ
り
市
政
に
参
画

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

寄
せ
ら
れ
た
提
言
や
意
見
を
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

新
た
に
策
定
す
る
第
二
次
行

財
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
効
果

的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
六
つ
の
基
本
方
針

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
快
適
な
空
間
の
ま
ち

生
き
生
き
働
く
、
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち

未
来
を
担
う
人
を
育
み
、
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち

だ
れ
も
が
す
こ
や
か
、
元
気
に
生
き
る
ま
ち

み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち

新
年
度
予
算
決
定

平 成 22 年 度 予 算 市長施政方針

住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち



 

戦
略
一
「
伊
豆
半
島
交
流
軸
の
構
築
」

企
業
立
地
の
促
進
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
運
営
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の

管
理
、
道
路
の
新
設
改
良
な
ど

戦
略
二
「
狩
野
川
流
域
生
活
圏
の
一
体
化
」

近
代
化
産
業
遺
産
の
活
用
、
韮
山
反

射
炉
の
修
繕
調
査
、
河
川
の
改
修
、
河

川
流
域
の
浸
水
対
策
、
湛
水
防
除
施
設

の
整
備
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

な
ど

戦
略
三
「
安
全
、安
心
、健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」

中
山
間
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

農
業
用
排
水
路
の
整
備
、
在
宅
高
齢
者

の
外
出
支
援
、
食
育
の
推
進
、
生
ご
み

等
堆
肥
化
施
設
の
整
備
な
ど

「
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
快
適
な
空
間

の
ま
ち
」

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
の
推
進
、
太
陽
光
発

電
装
置
の
設
置
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
、
長
岡
幼

稚
園
、
田
京
幼
稚
園
）、
省
エ
ネ
照
明
設
備

の
設
置
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）、
住
宅
用
省
エ

ネ
機
器
の
設
置
補
助
、
市
の
花
の
普
及
な
ど

「
生
き
生
き
働
く
、
活
気
に
満
ち
た
産
業
の

あ
る
ま
ち
」

観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
及
び
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
支
援
、
有
機
栽
培
の

推
進
、
高
機
能
野
菜
に
よ
る
特
産
品
の
開

発
、
緊
急
的
に
行
う
雇
用
対
策
な
ど

「
未
来
を
担
う
人
を
育
み
、
豊
か
な
歴
史
・

文
化
を
築
く
ま
ち
」

教
育
施
設
の
耐
震
整
備（
長
岡
・
田
京
幼

稚
園
園
舎
建
設
、
大
仁
中
学
校
旧
校
舎
解

体
・
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
）、
小
・
中
学

校
へ
の
外
国
人
英
語
指
導
講
師
の
配
置
と

派
遣
、
坦
庵
合
唱
祭
の
開
催
、
充
実
し
た

生
涯
学
習
講
座
の
実
施
な
ど

「
だ
れ
も
が
す
こ
や
か
、
元
気
に
生
き
る

ま
ち
」

小
学
六
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
の

助
成
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
開
設
と
運
営
、
韮
山
地
区
高
齢
者
福
祉

施
設
の
整
備
調
査
、
第
二
期
福
祉
村
施
設

の
整
備
な
ど

5 ２０１０．４．１いずのくに 4２０１０．４．１いずのくに

一般会計予算額１７２億８千万円
平 成 22 年 度 予 算

基金の状況

市債の状況

特別会計 １０３億８，９６５万円

総
合
計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
事
業
展
開
を
し
て
い
き
ま
す

平成２２年度の一般会計予算額は
１７２億８千万円で、前年度と比較す
ると６億２千万円（３．７％）の増額
となりました。この増額分は、子ど
も手当開始の影響によるもので、こ
の分を除くと前年とほぼ同額とな
り、子育て支援、教育環境の整備、
治水対策などに積極的に取り組んで
いきます。
特別会計、上水道事業会計を合わ

せた総額は約２８７億２千万円で、前
年度より約２億９千万円（１．０％）
の増額となりました。

「市民生活の安全･安心･安定の推進」
を重点とした予算

「
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
」

治
水
対
策
（
準
用
河
川
流
域
浸
水
対
策
、

都
市
下
水
路
整
備
）、
道
路
新
設
改
良
（
辺

地
対
策
事
業
な
ど
も
含
め
十
四
路
線
）、
下

水
道
整
備
（
江
間
汚
水
幹
線
整
備
な
ど
）、

防
災
対
策
（
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
）な
ど

「
み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て

進
む
ま
ち
」

的
確
な
情
報
の
発
信（
広
報
い
ず
の
く
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）、
市
政
に
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
（
市
政
懇
談
会
、
ま
ち

づ
く
り
ご
意
見
箱
な
ど
）、
効
率
的
な
行
財

政
の
運
営
（
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
及
び

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
）な
ど

基　金　名
平成２２年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 ２０億７,２４９万円
減債基金 ６億７,２６０万円
土地取得基金 １億２,９４７万円
福祉対策基金 １億８,６６６万円
教育振興資金 ４,０７１万円
ふるさと水と土基金 ２,５８０万円
温泉保護対策基金 ９,１２７万円
収入印紙等購入基金 ５００万円

特
別
会
計

国民健康保険保険給付等支払準備基金 １０１万円
国民健康保険高額医療費資金貸付基金 ９００万円
介護給付費準備基金 １億９８１万円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 ８６万円
楠木及び天野揚水場管理基金 ３,５００万円

合　計 ３３億７,９６８万円

会計名
平成２２年度末
残高見込額

一般会計 １７７億１,７７２万円
簡易水道等事業特別会計 １億７,３０５万円
下水道事業特別会計 ５７億７,１０７万円
上水道事業会計 ８億３,６７９万円

合　計 ２４４億９,８６３万円

国民健康保険特別会計 ５４億６,９００万円
後期高齢者医療特別会計 ４億９８０万円
老人保健特別会計 ２２５万円
介護保険特別会計 ３１億３,３００万円
楠木及び天野揚水場管理特別会計 ９７０万円
簡易水道等事業特別会計 ４,７７０万円
下水道事業特別会計 １３億１,８２０万円

上水道事業会計 １０億５，４６０万円

収益的
収入

支出

資本的
収入

支出

６億２，１３１万円

５億８，２１０万円

５，１３６万円

４億７，２５０万円

三
つ
の
戦
略

六
つ
の
基
本
方
針
　

【キーワード】
伊豆半島の中心
3億419万円

【キーワード】
狩野川
4億2,452万円

【キーワード】
食と農
4億5,903万円

基本方針1
11億5,427万円

基本方針2
5億3,230万円

基本方針3
32億3,573万円

基本方針4
58億8,350万円

基本方針5
27億4,102万円

基本方針6
37億3,318万円

＊平成２２年３月１日現在の住民基

本台帳人口（５０，１７４人）で算出。

当初予算概要

問
合
せ

財
政
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
４



6２０１０．４．１いずのくに7 ２０１０．４．１いずのくに

今
や
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
ほ
ど
広
く
普
及
し
て

い
る
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
機
能（
Ｅ
メ
ー
ル
）。

市
で
は
四
月
一
日
か
ら
、

こ
の
Ｅ
メ
ー
ル
を
利
用
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情

報
を
配
信
す
る『
伊
豆
の
国
市

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
』
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
登
録
す
れ
ば
、
気
象
や

地
震
な
ど
の
防
災
情
報
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が

無
料
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

登
録
は
誰
で
も
簡
単（
左
ペ

ー
ジ
参
照
）。
皆
さ
ん
も
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

大分類 中分類 内　　容

防災情報

気象情報
伊豆北地域に大雨警報、洪水警報が
発令または解除された場合に配信し
ます。（２４時間配信）

地震情報
伊豆地方で震度４以上の地震が発生
した場合に配信します。（２４時間配
信）※緊急地震速報には対応していません。

イベント イベント情報
市内で開催される各イベントの情報
を配信します。（随時配信）

平成２２年４月現在で配信可能な情報

＊配信する情報の項目や名称は、追加・変更することがあります。

①空メールの送信

izunokuni-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.comへ空
から

メール

（件名や本文のないメール）を送信してください。
ＱＲコード読み取り機能付き携帯電話をお使いの人
は、右のコードをご利用ください。

②返信メールの受信

『伊豆の国市メール配信サービス登録・変更のご

案内』というメールが届きます。＊

メール本文にある
ＵＲＬにアクセス
してください。

③ＵＲＬにアクセス

④登録

ＵＲＬにアクセスし、登録画面が表示されたら、
『利用規約』をご確認ください。規約に同意した上
で、『配信を希望する情報』や『居住地域』、『性別』、
『年代』を選択してください。
氏名や電話番号などの個人情報の登録は必要あ
りません。

⑤完了メール受信

『登録完了』のメールが届いたら、登録作業はすべて終了です。

登録の仕方

利
用
上
の
注
意

・
配
信
し
た
メ
ー
ル
に
は
、
返
信
で
き
ま

せ
ん
。

・
登
録
は
無
料
で
す
が
、
利
用
登
録
、
変

更
、
解
除
の
際
の
通
信
、
メ
ー
ル
の
送

受
信
に
か
か
る
パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
や
通

信
料
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
あ
て
先
不
明
や
受
信
拒
否
な
ど
に
よ
り
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
配
信
で
き
な
か
っ

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
利
用
者
に
通

知
す
る
こ
と
な
く
削
除
さ
れ
ま
す
。

・
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
本

サ
ー
ビ
ス
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
情
報
に
よ
っ
て
は
、
夜
間
（
深
夜
）
に
も

配
信
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
携
帯
電
話
の
機
種
に
よ
っ
て
は
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊迷惑メール対策などの受信拒否
設定をしている人は、メールが
届かないことがあります。
tokyoanpi.sbs-infosys.comの
ドメインからメールを受信可能
にしてください。設定方法は、
ご使用の携帯電話の取扱説明書
をご覧いただくか、各携帯電話
会社へお問い合わせください。

と　き ４月２７日（火）、２８日（水）、

５月１１日（火）、１９日（水）、

２０日（木）、２５日（火）、

２６日（水）

受付時間 各日１３：１５～１３：４５

ところ 韮山保健センター

対　象

①平成２１年２月１日～平成２２

年１月３１日生まれの子（案内

を郵送します）

②７歳６カ月に達していない子

で、まだ２回接種が済んでい

ない子（通知しませんので、直

接会場にお越しください）

持ち物 母子手帳、予診票

＊体温は会場で測ります。

ポリオ接種の問合せ　

健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１２

＊新生児訪問でお配りした別冊
『予防接種と子どもの健康』を読ん
でから受けてください。

問
合
せ
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
　
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
５

気象情報

地震情報

コンサート情報

イベント情報



制
度
開
始
か
ら
二
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。

保
険
料
率
は
二
年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
の
保
険
料
率

（
所
得
割
率
、
均
等
割
額
）
を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し
た
。
保
険
料
率
上
昇
の
理
由
は
、
一
人

あ
た
り
の
医
療
給
付
額
が
増
加
し
て
お
り
、
財
政
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
被
保
険
者
に
も
相
応

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

＊
平
成
二
十
二
年
度
の
保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
に
つ
い
て
は
、
八
月

中
旬
に
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
全
員
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
、
被
用
者
保
険（
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
が

加
入
す
る
会
社
の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
と
し
て
加
入
し
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、
平
成

二
十
二
年
度
以
降
も
継
続
し
、
所
得
割
は
か
か
ら
ず
、
均
等
割
額
は
九
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

次
の
人
は
、
必
ず
市
役
所
に
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先
で
は
、

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
届
出
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
必
要
書
類

を
持
っ
て
、
十
四
日
以
内
に
市
役
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
す
る
人

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
に
い
る
人

＊
別
世
帯
の
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は

「
委
任
状
」と
届
出
者
の
身
分
確
認
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）が
必
要
。

持
ち
物

①
社
保
に
加
入
す
る
人

健
康
保
険
等
加

入
連
絡
票
ま
た
は
健
康
保
険
証
、
国
民

健
康
保
険
証
、
認
め
印
、
年
金
手
帳

（
勤
務
先
に
提
出
し
た
場
合
は
不
要
）

②
国
保
に
加
入
す
る
人

健
康
保
険
脱
退

連
絡
票
、
年
金
証
書
（
年
金
受
給
者
の

み
）、
認
め
印
、
年
金
手
帳

③
（学）
で
卒
業
後
社
保
に
加
入
し
な
い
人

国
民
健
康
保
険
証
、
認
め
印

＊
（学）
の
保
険
証
を
も
っ
て
い
る
人
（
学
生

で
当
市
以
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
）
で
、
就
職
し
て
健
康
保
険
に
加
入

す
る
場
合
は
①
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
健
康
保
険
に
加
入
の
予
定
が
無
く
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
③
の

手
続
き
と
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

届
出
先

国
保
年
金
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

大
仁
・
韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
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問
合
せ

国
保
年
金
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
変
更
所得割率
7.11％
均等割額
36,400円

＊１所得割率とは？

所得に応じて負担する保険料です。
平成２１年中の所得金額から基礎控除
（３３万円）を引いた金額から、所得割率
を乗じた金額が所得割金額となります。
【計算式】

（所得金額－３３０，０００円）×７．１１％
＝所得割額

＊２均等割額とは？

被保険者全員が負担する保険料です。

問
合
せ

国
保
年
金
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

対　象

平成２０･２１年度 平成２２･２３年度

所得割率＊１ ６．８４％ ７．１１％

均等割額＊２
一人あたり
３６，０００円

一人あたり
３６，４００円

①
今
ま
で
国
保
に
加
入
し
て
い
た
が
、

●
勤
務
先
の
社
保
に
加
入
す
る
人

●
社
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
扶
養
に
な
る
人

②
社
保
に
加
入
し
て
い
た
が
、

●
退
職
等
で
国
保
に
加
入
す
る
人

●
社
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
る
人

③
（学）
の
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
、
こ
の
三
月
に
卒
業
し
、

社
保
に
加
入
し
な
い
人

こ
ん
な
と
き
は
「
国
民
健
康
保
険
」の

資
格
の

届
出
を

■もらえるのはどんな人？
中学校卒業までの子どもを養育している人

（所得制限はありません）
父と母が共に養育している場合は、家計において中心
的な役割を果たしている人（所得が高い人）が受給者にな
ります。

■いくらもらえるの？
中学校卒業までの子ども１人あたり月額１３，０００円

もらえます（平成２２年度）。

■いつもらえるの？
平成２２年度の支給予定日は次のとおりです。
①６月１５日（火）…４月・５月分
（平成２２年３月時点で児童手当を受けている人には
２月・３月分の児童手当もあわせて支給します。）
②１０月１５日（金）…６月～９月分
③平成２３年２月１５日（火）…１０月～平成２３年１月分

■児童手当と子ども手当は両方もらえるの？
３月までは児童手当、４月以降は子ども手当になりま
す。両方もらえる月はありません。

■平成２２年３月末時点で「児童手当」を受けて

いる場合
→自動的に「子ども手当」へと継続されます。手続き
は必要ありません。

■平成２２年３月末時点で「児童手当」を受けて

いて、新中学２・３年生の子どもがいる場合
→手続きが必要です。該当する世帯へ申請書等をお送
りします。

■平成２２年３月末時点で「児童手当」を所得制

限により受けていない場合
→手続きが必要です。該当する世帯へ申請書等をお送
りします。

■平成２２年４月現在、中学２・３年生の子ど

ものみがいる場合
→手続きが必要です。該当する世帯へ申請書等をお送
りします。

■公務員の場合
→児童手当と同じく職場からの支給となります。職場
で手続きしてください。

次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で支援することを目的に
「子ども手当」が創設されました。

受付期間 ４月５日（月）～３０日（金）
（月～金曜日８：３０～１７：１５、木曜日は
１９：００まで延長）

申請窓口 福祉課（大仁庁舎内）
市民サービス課
（伊豆長岡庁舎・韮山庁舎）

申請に必要なもの
【平成２２年３月末時点で児童手当を受けていない人】

①子ども手当認定請求書
②印鑑
③請求者名義の預金通帳
④請求者の保険証（厚生年金・共済年金に
加入の人のみ）

【平成２２年３月末時点で児童手当を受けていて新中学
２・３年生の子どもがいる人】

①子ども手当額改定認定請求書
②印鑑

＊住民票に子ども手当の対象児童が含まれていて、申請が必要

な世帯には申請書類をお送ります。（４月２日頃発送予定）

＊別居している子どもがいる場合は、申請書類をお送りするこ

とができませんので、個別に福祉課へお知らせください。

＊該当するはずなのに申請書類が届かない場合は、福祉課まで

お問い合わせください。

問合せ　福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８

平成２２年
４月から

手続きが必要な人は、忘れずに申請をして
ください。
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事 業 名 内　　容 対　　象 利用料金等

利用者に栄養バランスのと
れた昼食を配達し、安否確
認をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者または高齢者だけの世帯で
疾病等の理由で調理が困難な人

１食５００円
月～土曜日

要介護状態になった高齢者
等に、紙おむつなどの介護
用品を低価格で支給する

介護保険認定要介護１以上の概
ね６５歳以上の人と重度障害者
で常時紙おむつを使用し、一人
でトイレに行くことが困難な人

紙おむつ購入費の約５割
補助（要介護４・５で住民
税非課税世帯で介護して
いる人は９割補助）

居宅に緊急通報機器（ボタ
ンを押すだけで連絡ができ
る機器）を設置し、緊急時
の連絡、安否確認をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高齢
者または高齢者だけの世帯、ある
いはこれに準ずる世帯で疾病等の
理由で緊急時の対応が困難な人

基本利用料１カ月８００円
（通話料金は実費負担）

３日に１本の割合で乳酸飲
料を配達し、声かけをして
安否確認を行う

概ね６５歳以上の一人暮らし高齢
者または高齢者だけの世帯と一人
暮らしの２級以上の視覚障害者

無料

ヘルパーを派遣し、身体介
護や調理・掃除など軽易な
日常生活の援助を行い、自
立生活を支援する

ケガや疾病等で日常生活上の支
援を必要とする介護保険に該当
していない概ね６５歳以上の人

１時間２３０円

寝具類等の衛生管理が困難
な人に対して、寝具類の洗
濯乾燥、消毒をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者または高齢者だけの世帯
で、衛生管理が困難な人

無料
（年１回、１人２枚まで）

介護している家族が疾病等
の理由で在宅での介護が困
難な場合、１カ月７日以内
で特養ホーム等に保護する

概ね６５歳以上で緊急的に介護
や支援が必要と認められる人

利用料１日３，０４０円、送迎
料１回３７０円（介護保険料第
１・２段階該当世帯は利用料
１日１，３８０円、送迎無料）

生活指導ホームに短期間入所
して、日常生活に対する適切
な改善指導を行う

概ね６５歳以上で、在宅で基本
的生活習慣が欠如していると認
められる高齢者とその介護者

利用料１日２，２５０円

車イス・寝たきりの外出困
難な在宅者に対し、福祉車
両で市内外の医療機関への
送迎を行う

概ね６５歳以上の人や重度心身障
害者で、公共交通機関の利用や家
族による送迎が困難な人（日常生
活に車イスを利用、寝たきり等）

無料
（週１回まで）

発信機能（ＧＰＳ）を持つ端末
を高齢者に携帯させ、徘徊
時の探索を行う

概ね６５歳以上で認知症による
徘徊があると認められる在宅
高齢者

加入料５００円と付属品代２００
円（初回のみ）、基本利用料
１カ月５０円、情報料・人件
費・機器管理費は自己負担

２２年度

市では、高齢者が自立した生活をおくり、長年住み慣れた地域社会で引き続き生活して
いくことを支援するため、次のとおり高齢者の在宅福祉サービスを行っています。利用や
申請については、お気軽にご相談ください（現在サービスをご利用の人には、市から個別に
連絡をします）。 問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

＊一部サービスでは、対象者や利用料を変更する場合があります。

平
成

国民年金保険料を通常どおり口座振替で納め
た場合や納付書で毎月納めた場合には、割引が
ありません。
しかし、次の制度をご利用いただくと、国民

年金保険料が割引になります。

国民年金
【国民年金保険料額】1カ月分15,100円 1年分181,200円

納付書で、１年分の保険料をまとめて
納める方法。『１年前納』の納付書は、４
月上旬にお送りする平成２２年度分の納付
案内書のつづりの中に入っています。
１年前納の期限：４月３０日（金）

納付書でまとめて納めたい人
ぜ ん の う

1年間で3,
220円お得

！

1カ月で
268円お

得！

月々の口座振替を、通常よりも１カ月
早く引き落とす届け出をするだけで、毎
月の保険料が５０円割引になります。
早割制度は随時受け付け！

口座振替で月々納めたい人
は や わ り

1年間で60
0円お得！

1カ月で
50円お得

！

1カ月分　15,050円 1年分　177,980円

１年前納の期限（４月３０日）を過ぎた後でも、納付書＊での前納はいつでもで
きます。前納できる期間は、前納する月分から平成２３年３月分までの保険料
です。＊希望者には納付書を送付しますのでお電話ください。

ぜ ん の う１年前納の期限を過ぎた後に
納付書でまとめて納めたい人

問合せ 三島年金事務所　電話０５５‐９７３‐１４４４

前納
する月

平成２２年 平成２３年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

割引なし １６６，１００ １５１，０００ １３５，９００ １２０，８００ １０５，７００ ９０，６００ ７５，５００ ６０，４００ ４５，３００ ３０，２００ １５，１００

前納額 １６３，４２０ １４８，８００ １３４，１４０ １１９，４３０ １０４，６７０ ８９，８６０ ７５，０１０ ６０，１１０ ４５，１５０ ３０，１５０ １５，１００

割引額 2,680 2,200 1,760 1,370 1,030 740 490 290 150 50 －

●前納した月による割引額早見表（円：平成２２年５月～）

＊このほかにも、『６カ月分の口座振替前納』制度があります。６カ月分（４～９月分、１０～翌年３月分）の保険料を
口座振替でまとめて前納すると、１，０３０円（年間２，０６０円）の割引になります。詳しくは、お問い合わせください。
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機
械
式
生
ご
み
処
理
機
や
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
を
購
入
す
る
世
帯
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

＊
補
助
金
の
申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
機
器
を
購
入
予
定
の
場
合

は
、
購
入
前
に
ク
リ
ー
ン
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

対
象
機
器

機
械
式
生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

＊
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
用
密
閉
容

器
は
対
象
外

補
助
金
の
交
付
ま
で
の
流
れ

①
申
請
書
と
購
入
予
定
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
を
市
に
提
出

②「
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」を

受
領
後
、
機
器
を
購
入

③
実
績
報
告
書
、
設
置
し
た
機
器

の
写
真
、
領
収
書
を
市
に
提
出

④「
補
助
金
交
付
確
定
通
知
書
」を

受
領
後
、
請
求
書
を
市
に
提
出

⑤
市
か
ら
補
助
金
が
指
定
口
座
に

入
金
さ
れ
る

資
源
ご
み
を
回
収
す
る
団
体
に
「
資
源
ご
み
回
収
事
業
報
奨
金
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度
に
資
源
ご
み
回
収
を
予
定
し
て
い
る

団
体
は「
団
体
登
録
申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
持

ち
、
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
性
格
を
持
つ
団
体
で
、

回
収
を
自
ら
継
続
し
て
実

施
で
き
る
団
体
。
た
だ
し
、

資
源
ご
み
の
回
収
や
処
分

を
生
業
な
り
わ
い

と
す
る
団
体
は
対

象
外
。

＊
資
源
ご
み
と
は
、
市
内
か
ら
排

出
さ
れ
る
新
聞
や
雑
誌
、
古
着
、

空
き
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
、
資
源

と
し
て
再
生
利
用
で
き
る
も
の
。

報
奨
金
の
交
付
ま
で
の
流
れ

①
申
請
書
を
提
出
し
団
体
登
録
を
す
る

②
団
体
登
録
通
知
を
受
領
後
、
資
源
ご
み
回
収
を

開
始
。
回
収
し
た
資
源
ご
み
は
、
回
収
業
者
へ

引
き
渡
し
、
計
量
票
と
回
収
実
績
個
票
を
受
領

③
計
量
票
と
回
収
実
績
個
票
を
三
カ
月
ご
と（
下

表
）ま
と
め
て
申
請
。
報
奨
金
の
交
付
通
知
を

受
領
後
、
市
に
請
求

④
市
か
ら
報
奨
金
が
指
定
口
座
に
入
金
さ
れ
る

運動指導士と保健師による指導で運動習慣を身に付け、
理想の自分に近づいてみませんか？自分にあった運動を見
つけ、ココロもカラダも健康に！運動をこれから始めよう
と思っている人、すでに運動習慣のある人など、どなたで
も参加できますので気軽にご参加ください。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

購
入
事
業
補
助
金

補助額

購入額の２分の１を補助
＊機械式生ごみ処理機は３０，０００円、
生ごみ堆肥化容器は３，０００円が限度
額（１００円未満切捨て）

問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

資
源
ご
み
回
収
事
業
報
奨
金

●
団
体
登
録
申
請
は

毎
年
必
要
で
す

報奨金

資源ごみ１kg
キログラム

あたり６円
（１０円未満切捨て）

申請方法

４月１日（木）～３０日（金）の間
にクリーン課、各庁舎市民サービ
ス課にある団体登録申請書を提出。

問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

回収期間 申請締切日

第１期 ７月１５日（木）

第２期 １０月１５日（金）

第３期 平成２３年１月１７日（月）

第４期 平成２３年３月３１日（木）

ウォーキング＆
エクササイズ教室

前期

運動教室
参加者募集！

減メタ
エクササイズ教室

第1期

とき／ エアロビクス
屋外ウォーキング（雨天延期）
リズムウォーキング
大腰筋ウォーキング
膝痛･腰痛予防エクササイズ
肩こり改善エクササイズ

いずれも水曜日
＊受付９：１５～　　　　　

ところ／大仁体育館　
申込み／４月７日（水）から申し込み開始。下記

へ電話で申し込み

とき／

いずれも月曜日
＊受付１８：３０～

ところ／韮山保健センター
内容／ストレッチ、リズムウォーキング、エアロ

ビクス、筋力トレーニング等
定員／３０人（先着順）
資格／３回すべて参加できる人
申込み／４月１５日（木）～２６日（月）の間に下記

へ電話で申し込み　＊土･日曜除く
＊７月開始の第２期は広報７月号で募集します。

共通事項　対象／運動習慣を身につけたい人　

持ち物／体育館シューズ、汗拭きタオル、バスタオル、水分補給用の飲み物

＊運動のできる服装でご参加ください。＊病院で治療を受けている人は、主治医の参加

許可が必要です。＊血圧等の服薬をしている人は必ず服用してきてください。

申込み･問合せ／健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４

『電話お願い手帳』とは、耳や言
葉の不自由な人が、外出先で電話連
絡をお願いする際に利用できるコミ
ュニケーションツールです。依頼さ
れた場合は、ご協力をお願いします。

←「ゆっくり話していただけますか」
などの手話入りお願いカード付き

＊手帳を希望の場合は、福祉課（大仁庁舎）、

長岡・韮山市民サービス課へ。

手帳に関する問合せ

ＮＴＴ西日本‐東海　電話０５４‐２００‐１４７３

次
の
検
査
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
き
、

二
万
九
千
二
百
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
　
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
申
請
日
の
時
点
で
、
一
年
以
上
伊
豆
の
国
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
。
ま
た
は
、
伊
豆
の
国
市
に
住
所
が
あ
り
、

静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

・
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
三
十
歳
以
上
で
あ
る

・
当
該
年
度
に
人
間
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

＊
特
定
健
診（
後
期
高
齢
者
健
診
）と
人
間
・
脳
ド
ッ
ク
の
両
方
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み

四
月
一
日
（
木
）
か
ら
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
国
保
年
金
課

（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）、
大
仁
・
韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
へ

人
間
ド
ッ
ク
＆
脳
ド
ッ
ク

助
成
し
ま
す

問
合
せ

国
保
年
金
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

検査機関 自己負担額

人間ドック

長岡リハビリテーション病院

１０，０００円
＊追加で脳検
査を実施して
いる機関もあ
ります。

伊豆保健医療センター
東部メディカルセンター
中伊豆温泉病院
慶応義塾大学月が瀬リハ
ビリテーションセンター
国際医療福祉大学付属熱海病院

脳ドック

東部メディカルセンター ２３，３００円

国際医療福祉大学付属熱海病院 １２，８００円

慶応義塾大学月が瀬リハ
ビリテーションセンター ３，３５０円

定　員 国民健康保険３００人
後期高齢者医療３００人
＊各ドックの合計数です。

後
期
高
齢
者
医
療

国
民
健
康
保
険

西島病院 ２３，３００円
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介護予防のためのけん玉に挑戦する参加者（写真上）
サンバレー富士見で参加者に振る舞われた昼食（写真右）

猟銃捕獲のため連携する各区監視員と猟友会

幾
久
し
く

自
分
ら
し
く
生
き
る

お
出
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講
座
開
催

今
年
も『
お
出
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講
座
』

を
、
お
お
と
り
荘
、
ゑ
び
す
や
旅
館
、
サ

ン
バ
レ
ー
富
士
見
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、
地
区

サ
ロ
ン
参
加
者
の
う
ち『
貯
筋
ち
ょ
き
ん

通
帳
』で
二

百
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
た
高
齢
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
招
待
し
て
、
講
座
や
昼
食
、

温
泉
入
浴
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

講
座
で
は
、
市
長
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
寺
門
敬
夫

て
ら
か
ど
よ
し
お

大
仁

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
講
話
を
聞
き
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
秘
け

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
拡
大
を
く
い
止

め
る
た
め
、
特
定
猟
具
（
銃
）
禁
止
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
韮
山
・
平
山
ひ
ら
や
ま

地
区

（
韮
山
中
学
校
東
側
）で
、
猟
銃
捕
獲
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
山
地
域
は
、
住
宅
街
や
学
校
な
ど
が

近
く
、
昔
か
ら
わ
な
・
　
・

に
よ
る
捕
獲
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
イ
ノ
シ
シ

が
増
え
、人
的
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

金
谷
、
土
手
和
田
、
山
木
、
南
条
の
関
係

四
区
と
学
校
、
市
が
協
力
し
て
、
韮
山
猟

友
会
（
中
村
寛
治

な
か
む
ら
か
ん
じ

会
長
）
が
猟
銃
と
猟
犬

に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
ま
し
た
。

捕
獲
は
、
安
全
を
期
し
た
厳
戒
態
勢
で

実
施
さ
れ
、
最
終
日
の
三
月
十
二
日
に
は

四
区
か
ら
三
十
人
の
監
視
員
が
出
動
。
一

部
道
路
で
は
通
行
止
め
の
措
置
も
取
り
ま

し
た
。
捕
獲
は
期
間
中
の
毎
週
金
曜
日
に

計
四
回
実
施
し
ま
し
た
。

つ
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員

の
指
導
に
よ
る
口
腔
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
足
つ

ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
け
ん
玉
な
ど
で
、
介
護

予
防
の
た
め
の
軽
い
運
動
を
体
験
し
ま
し

た
。
講
座
で
介
護
予
防
の
知
識
や
体
験
を

し
た
参
加
者
は
、
お
い
し
い
昼
食
と
伊
豆

長
岡
温
泉『
か
か
り
つ
け
湯
』認
定
施
設
の

入
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
年
度
の
『
お
出
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講

座
』
は
地
区
別
に
全
十
二
回
開
催
し
、
昨

年
よ
り
百
二
十
人
増
え
た
、
計
五
百
四
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
策

平
山
地
区
で
猟
銃
捕
獲

1／25
～2／25

2／19
～3／12

江川邸を見学する長岡京市観光協会のメンバー

十
年
ぶ
り
の
団
体
交
流

長
岡
京
市
観
光
協
会
訪
問

伊
豆
の
国
市
の
姉
妹
都
市
・
京
都
府
長

岡
京
市
の
観
光
協
会
（
池
田
崇
会
長
）
の

役
員
・
会
員
ら
三
十
一
人
が
、
一
泊
二
日

の
日
程
で
伊
豆
の
国
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
と
し
て
の
訪
問
は
お
よ
そ
十
年

ぶ
り
で
、
市
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。

初
日
は
、
伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
（
安

田
昌
代
会
長
）メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
会
を
、

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
開
催
。
改
め
て
お

互
い
の
市
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
に
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、

小
田
豊
長
岡
京
市
長
も
駆
け
つ
け
、
望
月

伊
豆
の
国
市
長
や
江
間
章
伊
豆
の
国
市
友

好
都
市
交
流
協
会
長
も
出
迎
え
ま
し
た
。

一
行
は
、
二
日
目
に
は
江
川
邸
を
見
学

し
、
江
間
い
ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
で
旬
の

イ
チ
ゴ
を
味
わ
い
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

2／18
～／19
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四
月
か
ら
県
立
伊
豆
総
合
高
校
に
再
編

整
備
さ
れ
た
旧
・
県
立
大
仁
高
校
で
は
、

こ
の
日
、
最
後
の
卒
業
証
書
授
与
式
と
閉

校
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

閉
校
記
念
式
典
に
は
、
全
校
生
徒
や
同

窓
生
、
地
域
住
民
、
教
育
関
係
者
ら
七
百

五
十
人
が
出
席
し
、
創
立
九
十
年
の
歩
み

や
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
校
生
徒
四
百
四
十
七
人
が
作
っ
た
折
り

鶴
二
万
羽
で
描
い
た
モ
ザ
イ
ク
画
『
色
づ

く
思
い
出
』
も
披
露
。
色
鮮
や
か
な
折
り

鶴
で
、
校
訓
の
「
律
」
や
城
山
、
創
立
年

に
ち
な
ん
だ
「
89
」「
90
」、
新
し
い
歴
史

の
始
ま
り「
１
」を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

県
立
大
仁
高
校
は
閉
校
し
て
も
、
同
校

か
ら
巣
立
っ
た
二
万
人
の
卒
業
生
の
胸

に
、
思
い
出
は
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

九
十
年
の
歴
史
閉
じ
る

県
立
大
仁
高
校
閉
校

四
市
町
を
駆
け
抜
け
る

第
三
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
、
三

島
市
の
四
市
町
間
に
設
定
さ
れ
た
三
つ
の

コ
ー
ス
を
走
る
『
第
三
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン

大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
豆
半
島

や
県
内
は
も
と
よ
り
、
北
は
北
海
道
、
西

は
広
島
ま
で
過
去
最
多
の
二
千
三
十
二
人

が
出
場
し
、
早
春
の
伊
豆
を
走
り
ま
し
た
。

伊
豆
市
で
行
わ
れ
た
二
十
一
�n
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
開
会
式
で
は
、
来
賓
の
望
月

市
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
伊
豆
長
岡
温
泉

芸
妓
衆
も
大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

伊
豆
市
・
修
善
寺
駅
北
を
ス
タ
ー
ト
し

た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
、
大
仁
の
商
店
街
や
伊
豆
長
岡
の
温

泉
街
、
韮
山
の
田
園
地
帯
を
駆
け
抜
け
、

ゴ
ー
ル
の
三
島
市
・
三
嶋
大
社
前
を
目
指

し
ま
し
た
。

2／21

閉校記念式典のようす（写真上）
旧・県立大仁高校校舎（写真左）

韮山の田園地帯を駆け抜ける２１ｋｍコース出場者

3／1

能面彫りの実演に興味深く見入る受講者

十
年
に
わ
た
り
狩
野
川
薪
能
や
狩
野
川

能
を
開
催
し
て
き
た
『
能
の
ま
ち
・
伊
豆

の
国
』
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
初
め
て

の『
能
楽
鑑
賞
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

全
三
回
の
鑑
賞
会
は
、
二
月
二
十
日
に

三
養
荘
、
三
月
十
三
日
に
ホ
テ
ル
天
坊
、

三
月
十
四
日
に
楽
山
や
す
だ
で
開
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
一
流
の
能
楽
師
を
招
い
て
能
や

狂
言
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

初
日
の
三
養
荘
で
は
、
重
要
無
形
文
化

財
総
合
認
定
保
持
者
で
あ
り
能
楽
金
剛
流

シ
テ
方
・
能
面
作
家
の
宇
高
通
成

う
だ
か
み
ち
し
げ

さ
ん
が

講
師
を
務
め
、「
能
面
を
通
し
て
能
楽
を

知
る
―
神
秘
の
能
面
世
界
」
を
テ
ー
マ
に

能
の
歴
史
や
哲
学
を
解
説
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
能
面
や
能
装
束
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
能
面
彫
り
も
実
演
さ
れ
、
約
百
人

の
受
講
者
は
興
味
深
く
見
入
り
ま
し
た
。

『
能
』に
触
れ
る
体
験

初
め
て
の
能
楽
鑑
賞
会

2／20
～3／14

平
成
二
十
一
年
度
伊
豆
の
国
市
生
涯
学

習
塾
の
合
同
発
表
会
と
閉
講
式
を
、
ア
ク

シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
行
い
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
や
ホ
ワ
イ
エ
な
ど
で
行

わ
れ
た
展
示
の
部
で
は
、
大
理
石
モ
ザ
イ

ク
ア
ー
ト
、
押
し
花
教
室
、
一
眼
レ
フ
写

真
講
座
、
絵
手
紙
教
室
な
ど
二
十
講
座
の

成
果
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で

は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
民
謡
、

じ
ょ
ん
が
ら
節
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
気
功
な

ど
十
一
講
座
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
年
度
の
生
涯
学
習
塾
情
報
誌
は

市
役
所
各
庁
舎
な
ど
で
配
布
中
で
す
。

一
年
間
の
成
果
披
露

生
涯
学
習
塾
合
同
発
表
会
閉
講
式

3／14

多目的ホールで行われ
た展示の部（写真上）

大ホールで行われたス
テージショー（写真下）



２０１０．４．１いずのくに（カレンダー）

市民：市民サービス課（伊豆長岡庁舎）

電話０５５‐９４８‐２９０１

環政：環境政策課　　　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　　　電話０５５‐９４９‐６８０５

安対：安全対策課　　　電話０５５‐９４８‐１４１２

観商：観光商工課　　　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　　　電話０５５‐９４８‐０２２５

福祉：福祉課　　　　　電話０５５８‐７６‐８００６

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

＊健診や予防接種などの問い合わせは

健づ：健康づくり課　　電話０５５８‐７６‐８０１２

診療時間は9:00～17:00
必ず病院に直接電話するか田方医師会のホー
ムページ（http://www.tagata-ishikai.jp/）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

【納期限４月３０日（金）】
■軽自動車税第1期分
■国民健康保険税第1期分
■介護保険料第1期分
■上下水道料金（古奈、長岡、韮山南部地区）

２０１０．４．１いずのくに（カレンダー）

4/1 木

2 金

44 日日

清明

5
月

6 火

7 水

8 木

9 金

10土

1111日日

3 土

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各庁舎市
民サービス課他19:00まで／市民）

●市立保育園入園式･始業式
◆のびのび広場･一般健康相談（韮保セ9:30
～11:30）

■いちご祭り（江間いちご狩りセンター9:00
～／観商）

■消防団任命式（長岡体育館9:30～／安対）
●休日の窓口サービス（各庁舎市民サービス
課他8:30～12:00／市民）●休日のごみの持
ち込み受付（9:00～12:00／クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

■春の全国交通安全運動（15日まで／安対）
●中学校始業式
◆マタニティクラブ（韮保セ）

●中学校入学式
●小学校入学式･始業式
◆3歳児健診（韮保セ）

●市立幼稚園入園式･始業式
●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各庁舎市
民サービス課他19:00まで／市民）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など　　　　は図書館休館日

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター

23金

24土

2255日日

26月

27火

28水

昭和の日

2299木木

30金

12月

13火

14水

15木

16金

17土

1188日日

19月

穀雨

20火

21水

22木

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）
●補聴器相談（大仁庁舎12:00～15:00／福祉）

◆フッ素塗布（大保セ）

◆3カ月児相談（韮保セ）
●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約＊今年度から予約は相
談日の１カ月前から受け付けとなります。）

●所有者の判明しない犬･猫の引き取り（韮山庁舎
9:10～9:30／環政）●サポートセンター『ぷちゆめ
ワーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）●窓口延長
（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）◆の
びのび広場･一般健康相談（大保セ9:30～11:30）

◆マタニティクラブ（韮保セ）

●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

●人権相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）
◆フッ素塗布（長保セ）
◆1歳6カ月児健診（韮保セ）

●行政相談（大仁庁舎13:30～15:30／市民）
◆6カ月児相談（韮保セ）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各庁舎市
民サービス課他19:00まで／市民）

◆のびのび広場･一般健康相談（長保セ9:30
～11:30）◆フッ素塗布（韮保セ）

■アクシスの夕べPart.64（アクシスかつら
ぎ19:00～／文振）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

◆ポリオ予防接種（韮保セ）

●ウォーキング＆エクササイズ教室（大仁体
育館9:30～11:30／健づ＊要申込み）
◆ポリオ予防接種（韮保セ）

４月のカレンダー

２０１０

4
ＮＴＴ東日本伊豆病院
（函南町／内／０５５‐９７８‐２３２０）

11

河野内科医院
（南條／内・循環器／０５５‐９４０‐２３５５）
西脇内科
（大仁／内・小児・胃腸／０５５８‐７６‐３７１２）

18
江間クリニック
（南江間／外・脳外・内／０５５‐９４７‐１２３８）

25

韮山医院
（四日町／内・外・泌尿器／０５５‐９４９‐１０３６）
村田内科クリニック
（吉田／内／０５５８‐７６‐８８６６）

日

日

日

日

29
矢田レディースクリニック
（宗光寺／婦人／０５５８‐７６‐４５５０）

木

飼い主のいない犬･猫の引き取り

所有者の判明しない犬･猫の引き取り

＊「所有者からの犬･猫の引き取り」は東部健康
福祉センター（沼津）と同センター修善寺支所
（修善寺生きいきプラザ内）で行っています。
有料ですので、詳細はお問い合わせください。

問合せ　東部健康福祉センター

電話０５５‐９２０‐２１０２



２０１０．４．１いずのくに（カレンダー裏・右）

市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする『地域
子育て支援センター』を２カ所開設しています。親子で来園して楽しく遊ん
だり、友達を作ったり、保護者同士の交流の場としてもご利用ください。
また、市内２つの保育園では、園庭を開放をしています。『地域子育て支

援センター』と『園庭開放』は、市内に住んでいる小学校就学前までの乳幼児
と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

５日（月）１０：３０～手形を押そう
６日（火）１０：３０～手形を押そう
１２日（月）１０：３０～おはなし会
１５日（木）１０：３０～リズム遊び
１９日（月）１０：３０～制作（こいのぼり）
２０日（火）１０：３０～制作（こいのぼり）
２３日（金）１０：３０～たんじょうび会

（４月生まれの子、要申込み）
２７日（火）大きくなったかな（身体測定）
３０日（金）きれいにしよう
●行事の時間はすべて午前中のみ。
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。

園庭開放
親子でお気軽にご利用ください。

●社会福祉法人護汝会　慈恩保育園

白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１１：３０（祝日除く）
●市立ひまわり保育園大仁分園

大仁２２９‐１電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金９：００～１１：３０
１３：００～１６：００（祝日除く）

（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

８日（木）１０：００～くれよんあそび
１３日（火）１０：００～作ってみよう
１４日（水）１０：００～作ってみよう
１５日（木）１０：００～作ってみよう
２０日（火）１０：４５～

リズムであそぼう！
２２日（木）育児相談デー
２７日（火）１１：００～おはなし会
●行事の時間はすべて午前中のみ。
●育児相談はいつでも受けます。

スタートしました

「チャレンジ２５」

チ
ャ
レ
ン
ジ
２５
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
迫
り
く
る
地
球
温
暖
化

の
脅
威
。
豊
か
な
地
球
環
境
を
将

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
温
暖
化
防
止
の
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２５
」は
、
国（
政

府
）
が
二
〇
一
〇
年
一
月
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
九
九
〇
年

と
比
べ
二
十
五
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
伊

豆
の
国
市
役
所
の

「
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
目

標
は
、「
二
〇
一
一

詳しくは各園までお問い合わせください。

年
ま
で
に
二
〇
〇
五
年
と
比
べ

九
％
の
削
減
」
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
国
の
目
標
達
成
は
、
一
層

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
削
減
に
つ
い
て
強
い
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２５
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
六
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実

行
し
、
み
ん
な
の
手
で
地
球
を
変

え
、
未
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

＊慈恩保育園の地域子育て支援セン

ター「なかよしひろば」は、平成２２

年３月で終了しました。ご利用あり

がとうございました。なお、園庭開

放、育児相談は、４月以降も実施し

ていますので、ご利用ください。

 

チャレンジ 
　　キャンペーン 

２０１０．４．１いずのくに（カレンダー裏・左）

問合せ　環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

平成２２年度 狂犬病予防集合注射 日程表

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

犬
や
猫
の
鳴
き
声
や
フ
ン
尿
等

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

お
り
、
有
効
な
対
策
が
な
い
こ
と

か
ら
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
一
部
の
心
な
い
飼
い
主
」

が
、
散
歩
時
に
個
人
の
敷
地
や
畑
、

道
路
や
公
園
、
堤
防
な
ど
に
排
泄
は
い
せ
つ

さ
れ
た
フ
ン
尿
を
始
末
せ
ず
、
多

く
の
市
民
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
き
ち

ん
と
後
始
末
を
し
て
い
る
飼
い
主

も
疑
い
の
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
う

と
い
う
被
害
に
も
あ
っ
て
い
ま
す
。

●
散
歩
な
ど
は
、
道
路
や
公
園
、

他
人
の
敷
地
な
ど
を
汚
さ
な
い

よ
う
フ
ン
や
お
し
っ
こ
を
さ
せ

て
か
ら
連
れ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
飼
い

主
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

●
交
通
事
故
の
危
険
回
避
や
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

猫
は
室
内

で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

生後９１日以上の犬について、登録と年１回の狂犬病
予防注射を受けることは、飼い主の義務です。小型犬や
室内犬も同様です。年１回の予防注射を受けないと狂犬
病予防法違反になります。
左表のとおり登録と注射を行いますので、都合の良い

会場へ愛犬と一緒にお出かけください。
なお、愛犬が死亡･不明の場合は、集合注射会場か環

境政策課、各庁舎市民サービス課に鑑札と狂犬病予防注
射済票を返納し、死亡届を提出してください。

（土）

９：００～１１：００ 市役所韮山庁舎

１３：００～１４：００ 市役所大仁庁舎

１４：３０～１５：００ ＪＡ伊豆の国本店

（月）

９：００～ ９：３０ 星和立花管理事務所

９：４５～１０：１５ 中公民館

１０：３０～１１：００ 四日町公民館

１３：００～１３：４０ 奈古谷公民館

１４：００～１４：２５ エメラルドタウン管理組合事務所

１４：４５～１５：００ 高原公民館

（火）

９：００～ ９：２０ 守木公民館

９：３５～ ９：５０ 宗光寺公民館

１０：１０～１０：４０ 中條公民館

１０：５５～１１：１５ 寺家公民館

１３：００～１３：３０ 千代田公民館

１３：４５～１４：１５ 第４分団南江間詰所（旧長岡６分団）

１４：３０～１５：００ 長岡区民館

（木）

９：００～ ９：１５ 田中山公民館

９：３０～ ９：５５ 浮橋公民館

１０：１０～１０：２０ 田原野公民館

１０：４０～１０：５０ 長者原公民館

１１：１０～１１：２５ 下畑公民館

１３：００～１３：３０ 三福公民館

１３：５０～１４：１０ 大仁公民館

１４：３０～１４：５０ 中島公民館

１５：０５～１５：２０ 神島集会センター

（土）

９：００～ ９：３０ 原木公民館

９：５０～１０：２０ 江間防災センター

１０：４０～１１：１０ アクシスかつらぎ南側駐車場

１３：００～１３：２０ 天野公民館

１３：４５～１４：４５ 市役所伊豆長岡庁舎

と　き ところ

予防注射だけを受ける人

持ち物／案内はがき（受付票）

愛犬手帳または愛犬カード

注射料３，３２０円（１頭）

登録と予防注射を受ける人

持ち物／６，３２０円（１頭）

（登録料３，０００円＋注射料３，３２０円）

迷
惑
で
す
！

犬
・
猫
の
フ
ン
害



山
郷
土
史
料

館
で
は
現
在
、

江
川
太
郎
左
衛
門
英
毅
ひ
で
た
け

の
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
英
毅
は
、
江
川

家
第
三
十
五
代
当
主
に
し
て
、
名
代

官
・
江
川
英
龍
ひ
で
た
つ（
坦
庵
た
ん
な
ん

）の
父
親
で
す
。

反
射
炉
や
品
川
台
場
な
ど
で
よ
く

知
ら
れ
る
英
龍
の
業
績
は
、
彼
一
代

で
築
い
た
も
の
で
は
な
く
、
江
川
家

に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
、
中

で
も
父
英
毅
の
影
響
に
よ
っ
て
導
か

れ
た
も
の
で
す
。
学
芸
・
武
芸
は
も
ち

ろ
ん
、
武
士
と
し
て
、
ま
た
代
官
と

し
て
の
心
構
え
な
ど
、
英
龍
が
父
か

ら
受
け
継
い
だ
も
の
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
英
龍
を
育
て
た
英
毅
と
は
、

ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

英
毅
は
、
明
和
七
年（
一
七
七
〇
年
）

二
月
三
日
、
韮
山
代
官
江
川
英
征
ひ
で
ま
さ

の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
英
毅

が
育
っ
た
の
は
、
老
中
田
沼
意
次

た
ぬ
ま
お
き
つ
ぐ

が

政
治
を
主
導
し
た
い
わ
ゆ
る
田
沼
時

代
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
や
蘭
学

が
隆
盛
を
極
め
る
中
、
英
毅
も
文
学

親
の
顔
が
見
て
み
た
い
　

や
科
学
な
ど
多
方
面
に
関
心
を
持
ち
、

教
養
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
年
）
に
代
官

見
習
、
寛
政
四
年
に
韮
山
代
官
と
な

っ
た
英
毅
は
、
管
下
の
新
田
開
発
、

荒
地
の
開
墾
、
植
林
、
河
川
の
改
修

な
ど
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
政
策
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
、
文

政
九
年
（
一
八
二
六
年
）
に
は
布
衣
ほ
　
い

に

列
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
英
毅
が
代
官
と
し
て
優
秀
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
学
問
・
芸
術
へ
の
関
心
は
、

終
生
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
俳
諧
・

和
歌
・
漢
詩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

書
画
・
篆
刻
て
ん
こ
く
・
金
工
・
木
彫
を
能よ

く
し
、

楽
器
の
演
奏
に
巧
み
で
、
天
文
暦
学

や
測
量
術
、
本
草
学
の
研
究
に
も
熱

心
で
し
た
。
柴
野
し
ば
の

栗
山
り
つ
ざ
ん
・
大
田
お
お
た

南
畝
な
ん
ぼ

・

杉
田
す
ぎ
た

玄
白
げ
ん
ぱ
く

・
谷
文
晁

た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

・
藤
田
ふ
じ
た

幽
谷
ゆ
う
こ
く

・

伊
能
い
の
う

忠
敬
た
だ
た
か

・
間
宮
ま
み
や

林
蔵
り
ん
ぞ
う

な
ど
、
各
分

野
を
代
表
す
る
才
人
た
ち
と
の
交
流

も
、
英
毅
の
幅
広
い
関
心
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
は
ま
た
、

韮山郷土史料館企画展
英毅～名代官江川英龍の父

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５９

今
秋
開
催
の
市
民
文
化
祭
に
、
企
画
段
階

か
ら
携
わ
っ
て
く
れ
る
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、

楽
し
い
文
化
祭
を
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

な
お
本
年
度
の
市
民
文
化
祭
は
、
九
月
十

九
日
（
日
）
・
二
十
日
（
月
・
祝
）
の
二
日
間
、

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
に
て
芸
能
発
表
会
と
市

民
作
品
展
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ
　
市
教
育
委
員
会（
社
会
教
育
課
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

（写真①）『馬蹄篇
ばていへん

』江川英毅書（江川家蔵）

（写真②）『蕃船図
はんせんず

』谷文晁画・松平定信戯題
（江川家蔵）

英
毅
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
に
も
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
江
川
文
庫
総
合

調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
を
中
心

に
、
英
毅
の
書
や
工
芸
品
、
愛
用
の
楽
器
、

弟
や
息
子
英
龍
に
宛
て
た
直
筆
の
手
紙
な

ど
、
英
毅
の
人
物
像
を
物
語
る
資
料
を
数

多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

名
代
官
英
龍（
坦
庵
）を
育
て
た
父
英
毅
！？

と　き　９月７日（火）まで
ところ　韮山郷土史料館 １階展示室

電話０５５‐９４９‐４１２７

韮

市
民
文
化
祭
実
行
委
員

任
　
期

五
月
〜
十
一
月

内
　
容

月
一
〜
二
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
と
、
芸

能
発
表
会
、
市
民
作
品
展
の
部
門
別
運
営

申
込
み
方
法

四
月
三
十
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

そ
の
他

委
員
は
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

広報３月号９ページに掲載
した『大仁東体育館を貸し出
します』について、料金の表
記が一部間違っていました。
正しくは次のとおりです。

訂正し、お詫びいたします。
問合せ 社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

１７：３０～１９：３０

（誤）８００円　 （正）４００円

１９：３０～２１：３０

（誤）８００円　 （正）４００円

お詫び

図書館ホームページや図書館
からのお知らせ、ポスターなど
に登場するビーグルン。もうご
存じですか？このたびビーグル
ンの笑顔バージョンが誕生！！
なかなかの癒し系です。どこか
で見つけてくださいね。

（図書館司書　中山）

「とんことり」

筒井頼子（作）／林明子（絵）

ひっこして来た
新しい家で、ゆ
うびんうけにと
どいたものは、

なんでしょう？【全館】
「ぼくのいぬがまいごです！」

エズラ･ジャック･キーツ（作）

パット･シェール（作）

ことばのつうじない
町で、どうやってさ
がそう？いっしょう
けんめい考えるホワ

ニートの前に、次々と子どもたち
があらわれました。【中央･韮山】

「あたらしいともだち」

トミー・ウンゲラー（作）

ラフィはだいくしご
とがとくい。キーは
ようふく作りがだい
すき。ある日庭でで
あった２人は…？
【中央･韮山】

「こんにちは、バネッサ」

マージョリー.Ｗ.シャーマット（作）

子ネズミのバネッサは、とてもは
ずかしがりや。だから、学校でも
ともだちがいません。
でもある日、大きな声
をだしてみたら…。
【中央・韮山】

春は出会いの季節です。どんな

友だちができるかな。

「コッコさんのともだち」

片山健（作）【中央・韮山】

「せかいはひろし」

谷川俊太郎（作）【全館】

①

②

２０１０．４．１いずのくに ２０１０．４．１いずのくに

「ブラッド･メリディアン」

コーマック･マッカーシー（著）

早川書房

時はアメリカ開拓時
代。暴力と野蛮が支

配する荒野をさまよう名なしの少年
は、「判事」と呼ばれる大男と出会い、
残酷な荒くれ者の世界に墜

お

ちてい
く。挑発的な悪漢小説。 【中央】

中央図書館…４月１０日（土）１１：００～
長岡図書館…４月１５日（木）１４：３０～
韮山図書館…４月１０日（土）･２４日（土）

いずれも１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年くら
いまで（申し込み不要）。

16

問合せ

「リライブ」

小路幸也（著）

新潮社

彼らは何を選んだの
か？命の灯火

ともしび

が消え
る瞬間、獏

ばく

が囁
ささや

きかける。人生の分
岐点、そこからもう一度、やり直さ
せてあげましょう。ただし、ひとつ
だけ条件がありますが－。 【韮山】

おはなし会

17

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
各館の休館日は、月のカレンダー･
図書館ホームページなどをご覧く
ださい。

会社からリストラされたことを家
族に言えず、家出した佐伯。辿

たど

り
着いた古びた洋館では、変わり者
たちが庭で穴を掘っていた。心よ
わいアウトローたちの再生の物
語。 【中央･韮山】

「夢ほりびと」
池永陽（著）／文藝春秋

「おひげやチョボチッチ」

ひだきょうこ（作･絵）

フレーベル館

のびたひげをきっ
て、すてきにしてく

れるおひげやさん。チョボチッチさ
んは、いろいろなひげをきったうで
ききです。ところがある日、へんな
おきゃくがきましたよ。【中央･長岡】

＊【 】内は所蔵館名

「火の闇

飴売り三左事件帖」

北重人（著）／徳間書店

武士を捨て、飴
あめ

売り
となった三左。厳

いか

つ
い顔だが笑顔は天下一品、人の心を
溶かす。市井のもめ事よろず決着。
辻から辻へ飴売りの声が響く。急逝
した著者の遺作を収録。【中央･長岡】



大
切
で
す
。

運
転
者
が
前
後
左
右
の
確
認
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
、
運
転
中
考
え
ご
と
を
し
た
り
、
脇
見
を
し
た
り
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
歩
行
者
の
存
在
に
気
づ
い
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
の
日
の
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
運
転
で
は
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が

路
面
に
反
射
し
、
歩
行
者
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
自
ら
自
動
車
に
注
意
を
払
わ
な
い
と
安

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
出
す
る
と
き
は
、
昼
間
で
も
反

射
材
を
身
に
付

け
、
冬
は
明
る
い

服
装
で
外
出
す
る

こ
と
を
習
慣
付
け

ま
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
信
号
機
の
あ

る
横
断
歩
道
を
渡

る
と
き
は
、
信
号

19 ２０１０．４．１いずのくに ２０１０．４．１いずのくに 18

青信号 チカチカしたら 渡らない
伊藤
いとう

歩惟
あ い

（韮山南小）
運転手 しっかり守ろう 赤信号

永田
ながた

啓介
けいすけ

（大仁小）
赤信号 一歩下がって 待ちましょう

新井
あらい

初音
はつ ね

（長岡南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ　安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

二
月
二
十
五
日
現
在
、
静
岡
県
内
で
高
齢
歩
行
者
が
死
亡

す
る
事
故
は
、
八
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
発
生
場
所
は
、

横
断
歩
道
で
の
事
故
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時

間
帯
別
に
み
る
と
、
比
較
的
薄
暗
い
時
間
帯
で
の
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
運
転
す
る
側
の
安
全
運
転

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
歩
行
者
も
自
分
で
身
を
守
る
こ
と
が

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

第6号

歩
行
者
も
自
分
で
身
を
守
ろ
う

交
通
安
全
協
会
大
仁
地
区
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

市交通指導員会では、小学生の登下校時に
通学路で横断指導などの活動を行い、子ども
たちが安全に登下校できるよう、毎日見守っ
ています。この活動に感謝し、長岡南小児童
会では、２月１７日に「感謝する会」を行い、
交通指導員の皆さんに２年生全員から感謝状
と感謝の言葉を贈りました。
交通指導員会の皆さん、いつもありがとう

ございます。これからも、子どもたちを交通
事故から守るため、よろしくお願いします。

新学期が始まり、大きなランドセルを背負
った、夢いっぱいの新１年生の通学が始まり
ます。市民の皆さんも、小さな１年生を温か
く見守り、登下校時に会ったときは「おはよ
う、気をつけてね」「おかえり」と一言声をか
けてください。市民一丸となって、交通事故
のない伊豆の国市を目指しましょう！　

いつもありがとう
市交通指導員会

■体育指導委員が丁寧に指導します！

問合せ／社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

日帰り市民ハイキング
■体と精神のリフレッシュに！

ニュースポーツ教室

機
が
青
に
な
っ
て
も
、
必
ず
左
右
の
確
認
を
し
て
か
ら
渡

る
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。

４月６日（火）～１５日（木）の１０日間

春の全国交通安全運動

市の重点施策は「思いやりパッシング運動

の推進」です。横断歩道で歩行者を見かけた

ら停止し、対向車両に歩行者がいることをパ

ッシングで知らせ、

歩行者が安全に横断

歩道を横断できるよ

うご協力ください。

～人物紹介～

長
岡
南
小
児
童
会
か
ら

贈
ら
れ
た
感
謝
状
と

メ
ッ
セ
ー
ジ→

横断指導のようす

自然の豊かさを肌で感じてみませんか。参加者
を募集します。

と　き

中央図書館駐車場　　８：１５集合
伊豆長岡庁舎駐車場　８：１５集合
韮山庁舎駐車場　　　８：３０集合

行　程 十国峠（十国峠～日金山～姫の沢公園）
対　象 伊豆の国市在住かまたは在勤の人
定　員 ６０人（抽選）

＊抽選の結果は５月上旬に発送予定。
参加費 １人８００円

（十国峠ケーブルカー代込み：当日徴収）
申込み はがきに「伊豆の国市日帰りハイキング

申込み」と明記し、代表者氏名と参加
者の住所、バス乗車場所、氏名（ふり
がな）、性別、年齢、電話番号を記入
し、社会教育課（〒４１０‐２２９２　長岡
３４６‐１　）へ。はがき１枚につき４人
まで申し込み可。４月２３日（金）必着。

＊社会教育課（あやめ会館）にある専用申込用紙
でも申し込み可。電話は不可。

ニュースポーツってご存じですか？ターゲット
バードゴルフ、ファミリーバドミントン、ドッヂ
ビー、ペタンク、ティーボール、キンボールなど
子どもから高齢者、スポーツが苦手な人も気軽に
できるスポーツです。１人１スポーツしてみませ
んか？１日だけのお試し参加もＯＫです。

定　員 ４０人　
対　象 市民　＊親子参加大歓迎！
持ち物 タオル、飲み物

＊体育館の場合は体育館シューズ
参加費 韮山地区初回のみ１家族５００円
＊申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

と　き ところ

韮山地区
初回５月１５日（土）
第１･３･５土曜日（全６回）
１９：３０～２１：００

韮山小学校
グラウンド

長岡地区
初回４月９日（金）
毎月第２･４金曜日
１９：３０～２１：００

長岡南小学校
体育館

大仁地区
初回５月２８日（金）
毎週金曜日（全７回）
１９：００～２１：００

大仁小学校
体育館

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
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電
力
会
社
を
装
う
悪
質
商
法

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

近
年
、
電
話
や
訪
問
で
東
京
電
力
や
関
連
会
社
を
装
っ
て
、

ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
機
器
販
売
・
取
り
替
え
、
電
気
工
事
な
ど

を
セ
ー
ル
ス
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
何
度

も
勧
誘
の
電
話
を
か
け
た
り
、
訪
問
し
て
威
圧
的
な
態
度
を

と
る
な
ど
の
悪
質
な
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

東
京
電
力
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
機
器
販
売
や
電
気
工
事

の
セ
ー
ル
ス
、
業
務
委
託
な
ど
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
電
話
を
か

け
て
き
た
業
者
等
の
会
社
名
・
担
当
者
の
氏
名
・
用
件
は
何

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
が
消
費
者
に
対
し
こ
れ
ら

を
告
げ
る
こ
と
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
怪

し
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
と
勧
誘
を
断
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
等
に
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
等
に
よ
る
救
済
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
害
に
遭

っ
た
場
合
は
、
い
ち
早
く
市
役
所
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

電力会社を装う業者が販売にきたときの連絡先
東京電力沼津カスタマーセンター電話０１２０‐９９５‐９０２

消費者相談 ４／５・１２・１９・２６の各（月）各９：００～１５：００ 問合せ 観光商工課 電話０５５‐９４８‐１４８０

○
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団体（問合せ） 練習場所 練習日 入団の条件等

（宮田）電話０９０‐６６４６‐２０１１
長岡体育館 月・水・金１８：００～２０：００

小学１～６年生、見学大歓迎、入団随
時可、週１回の練習でも可

（田村）電話０５５‐９４９‐４９５１

長岡南小体育館
長岡体育館　　
長岡南小体育館

月・木１９：００～２０：３０
土・日９：００～１６：００

小学１～６年生（男女不問）
学年別の指導、見学･入団随時可、週１
回の練習でも可

（山本）電話０５５‐９４９‐０６１９

韮山小体育館　
韮山体育館　　
韮山南小体育館

月１８：３０～２０：３０
木１８：３０～２０：３０
土９：００～１６：００

小学１～６年生の女子
見学・体験・入団随時可

（阿部）電話０５５‐９７７‐３４４７
大仁小体育館ほか

火・木１９：００～２１：００
土１３：００～１７：００　

小学１～６年生（男女不問）、週１回の
練習でも可、見学・体験・入団随時可

（岩谷）電話０５５８‐７６‐０８５７
大仁北小体育館 水１９：００～２１：００

小・中学生（男女不問）、ただし小学生
は高学年とする、入団随時可

（西島）電話０５５８‐７６‐１４６１
市内体育館
大仁体育館

木１９：００～２１：００
土１３：００～１７：００

小学１～５年生（男女不問）、週１回の
練習でも可、見学・体験・入団随時可

●スポーツ少年団に関する問合せ

社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

団体（問合せ） 練習場所 練習日 入団の条件等

（岡本）電話０５５‐９４８‐３３１２
江間グラウンド

土９：００～１２：００
日・祝日９：００～１７：００

伊豆長岡地区の小学生（学年・男女不問）、見学･体験
入団随時可、入団説明会：４月２４日（土）９：００～
（江間グラウンド、雨天時は江間防災センター）

（野口）電話０５５‐９４９‐７５９５

韮山運動公園、韮
山南小グラウンド
ほか

土・日・祝日
８：３０～１６：３０

韮山地区の小学生（学年・男女不問）、見学自由、
体験･入団随時可、入団説明会：４月２５日（日）
１０：００～（韮山南小グラウンド）

（田中）電話０９０‐２１８４‐０９８０
大仁小グラウンド

土１３：００～１７：００
日・祝日８：００～１７：００

大仁小に通う１～６年生（男女不問）、
体験入団随時可　

伊豆の国市スポーツ少年団では、やる気ある新しい仲間
を募集しています。見学や体験入団なども行われています
ので、興味のある人はぜひ足を運んでみてください。
詳しい内容や入団方法などについては、各団へお問い合

わせください。（市内各小学校にも詳しいチラシがあります）

（岩澤）電話０５５‐９４８‐３１４４
長岡体育館柔道場

火・木・金・土
１９：００～２１：００

金曜日は小学３年生以上、祝日は練習
休み、入団随時可

（長嶋）電話０９０‐１２３７‐２５５５
韮山体育館柔道場

火・金１９：００～２１：３０
木１９：００～２０：００　

小学１年生以上（男女不問・一般も可）、
見学自由、随時募集･入団可

（久保田）電話０５５‐９４８‐１８６９
長岡体育館剣道場 月・木１９：００～２０：３０

小学１年生以上（男女不問・一般も可）、
見学自由、入団随時可、道衣・防具貸与
可、第３月曜日は練習休み

（石井）電話０５５‐９４９‐０４１４
韮山体育館剣道場

水・木１９：００～２０：３０
土１８：３０～２０：３０

水曜日は剣道形のみ（自由参加）、園児～
一般まで（男女不問）、見学自由、随時募
集、時間相談可、防具貸与可

（杉山）電話０５５‐９４９‐０５７４
韮山南小体育館 火・土１９：００～２０：３０

市内の園児～一般（男女不問）、見学自
由、入団随時可、防具ほか貸与可

（渡辺）電話０５５８‐７６‐７７０８
大仁武道館 水・金１９：００～２０：３０

年長園児以上（男女不問）、見学自由、
随時募集、防具貸与可

（永田）電話０５５‐９４９‐１８３４
韮山南小体育館 金１９：００～２１：００

園児～大人（男女不問）、申し込みは練
習時に韮山南小体育館にて受け付け、
見学自由

（斉藤）電話０５５‐９４８‐２１８０
長岡体育館剣道場
江間専用道場

水１９：００～２０：３０
土１９：００～２０：３０

年長園児以上（男女不問）、見学･入団随
時可、中･高校生も入団可

（園田）電話０５５‐９４８‐０６７４
長岡南小グラウンド 火・金１９：００～２１：００

小学１年生以上を随時募集、
火曜日は小学３～６年生、金曜日は小学
１～６年生

（平野）電話０５５‐９４９‐３６５１
韮山運動公園多目
的広場

月１９：００～２１：００
市内の年長園児～中学生（男女不問）、申
込み受付：４月１２日（月）・１９日（月）・２６日
（月）の練習時に韮山運動公園多目的広場にて

（松下）電話０５５８‐７６‐６１４５
大仁北小グラウンド

土１３：３０～１７：００
日・祝日９：００～１２：００

大仁北小に通う１～３年生の男子児童、
体験･入団随時可　

（監物）電話０５５‐９４７‐４１２８
長岡南小グラウンド

日･月･木１８：００～２０：００
水･土１８：００～２０：３０

主に伊豆長岡地区の小学生（男女不問、園児
可）、入団随時可、練習は月曜４年生、水・
土曜は５・６年生、木･日曜は４年生以下

（長島）電話０５５‐９４９‐０１３６

韮山小・韮山南小グ
ラウンド、韮山運動
公園多目的広場

土・日・祝日
９：００～１２：００

韮山小・韮山南小に通う１～６年生（市内他
校区の入団希望者は協議）、入団説明会：
４月１０日（土）９：３０～（韮小体育館２階）

（高木）電話０５５８‐７６‐５２７２
大仁小グラウンド
大仁神島グラウンド

水１９：００～２１：００
土１３：３０～１６：３０

市内在住の小学生（男女不問）、いつで
も見学・体験可、入団随時可

（長坂）電話０５５８‐７６‐０４２８
電話０９０‐４７９６‐３５３８

大仁北小グラウンド
土８：００～１２：００

日・祝日１３：００～１７：００
年長園児～小学６年生（男女不問）、見
学・体験・入団随時可

（渡辺）電話０５５‐９４８‐０７８９
長岡中体育館
長岡南小体育館

月・木１８：３０～２１：００
土８：４５～１２：００

土曜日は第２・第４のみ練習、伊豆長岡
地区の小学１～６年生（男女不問）、見
学や体験随時可

（高氏）電話０５５‐９４９‐０２００
韮山小体育館ほか

水１７：００～１９：００
土・日１３：００～１７：００

韮山地区の小学１～６年生（男女不問）、水曜
日は３年生以上、入団随時可、入団説明会：
４月１７日（土）１４：００～（韮山小体育館）

（谷）電話０５５８‐７９‐０７１７
大仁中体育館
大仁小体育館

水１９：００～２１：００　
土９：００～１２：００

大仁地区の小学生（男女不問）、入団随
時可

（飯田）電話０５５‐９４９‐０３６７
韮山小体育館　
韮山テニスコート

火１９：００～２１：００
日１０：００～１２：００

小学１～３年生（男女不問）、１０人前後、
入団説明会：４月２７日（火）１９：１５～
（韮山小体育館２階）

（相原）電話０９０‐８５４４‐３８９５

大仁小･大仁北小体育館
大仁小体育館

火･木１８：００～２０：００
土１７：００～２１：００

小学１～新中学１年生（男女不問）、見
学･入団随時可
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教員の占める割合は５６％です。本
務教員１人当たりの児童数は１８．３
人、静岡県の公立小学校本務教員１
人当たりの児童数は１８．７人です。
では、３０年前はどうでしょう？

学校教育統計調査による昭和５３年
５月１日現在の学校数は９校（うち
分校４校）。学級数は１１８学級、児
童数は、４，２３１人（男子２，１１４人、

もうすぐ新学期。今回は伊豆の
国市の小学校についてです。
学校基本調査による平成２１年

５月１日現在の市内７校すべての
学級数は、９３学級。児童数は、
２，６７３人（男子１，３６６人、 女子
１，３０７人）です。教員数（本務者）
は、１４６人（男性６４人、女性８２
人）。教員数（本務者）のうち、女性

女子２，１１７人）です。教員数（本務
者）は、１４９人（男性６７人、女性８
２人）で教員数（本務者）のうち、女
性教員の占める割合は５５％です。
本務教員１人当たりの児童数は、
２８．４人です。
今と比べて、児童数は１，５００人

以上も多いのに、教員数は少なかっ
たんですね。児童数の今むかし

勤務地／韮山農村環境改善センター
出土した遺物を整理する室内作業。
勤務内容／月曜日～金曜日、９：００～
１７：００。３日／週、７時間／日
時給／８１０円
定員／３人 ＊社会保険あり
期間／６月１日（火）～１１月３０日（火）
資格／応募する時点で失業中の人
（ハローワークの紹介状など、失業
中であることを証明できるものが必
要）。簡単なパソコン操作ができる
人。普通自動車免許。＊６０歳未満
の人を募集（定年が６０歳のため）。
申込み／履歴書（Ａ３版）に写真を貼
り付け、連絡先、学歴、免許を明記
し、４月１４日（水）までに伊豆の国
市役所教育総務課（〒４１０‐２２９２長
岡３４６‐１　電話０５５‐９４８‐１４４４）
へ提出書類を持参または郵送（必着）。
＊面接あり。
業務に関する問合せ／市役所社会教
育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

幼稚園就園前の子どもを持つ親子
を対象とします。活動は、親子でで

きる遊びや体操、おやつづくり、ハ
イキングなど。人数が多い場合は韮
山･伊豆長岡･大仁地区に分かれて活
動します。
活動／月２回程度
ところ／主に大仁児童館
入会金／１，０００円
申込み／４月３０日（金）までに大仁
児童館へ
＊５月に総会を開催（通知は後日郵送）。
問合せ／大仁児童館（月曜、祝日休
館） 電話０５５８‐７６‐１３４６

母親の集まり。年齢は問いません。
子どもたちの健康や食、しつけ、社
会生活についてみんなで学びましょ
う。市内公立幼稚園を訪問し、紙芝
居や手品等を通じて交通安全指導を
行うなど、幼児の健全育成に努めま
す。また、児童館で子どもたちの遊
びや物づくりのお手伝いをします。
会費／１，０００円
申込み／４月３０日（金）までに大仁
児童館へ
＊期限を過ぎても入会可能。
問合せ／大仁児童館（月曜、祝日休
館） 電話０５５８‐７６‐１３４６

子育て中のお母さんたちみんな集
まって！年齢は問いません。子育て
について一緒に考え、いろいろな活
動を通じて、家庭で視野の広い豊か
な育児ができることを目指していま
す。親子で一緒に参加もできます。
活動／月１回程度
ところ／主に大仁児童館
入会金／１，０００円
申込み／４月３０日（金）までに大仁
児童館へ
＊期限を過ぎても入会可能。
＊開講式は６月８日（火）１０：００～
大仁児童館で行います。
問合せ／大仁児童館（月曜、祝日休
館） 電話０５５８‐７６‐１３４６

とき／毎月第３
火曜日　　
ところ／あやめ
会館２階

受講料／月１，０００円（キット代別）
申込み／５月１５日（土）までに下記
へ電話で申し込み
問合せ／伊豆の国市観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４

子育て中の親子を対象に、親子遊
び、育児体験の話し合い、個別相談
などを行います。育児の悩みや不安
を解消できる仲間づくりをする場で
す。保育士や地域のボランティアが
お手伝いをします。お気軽にどうぞ。
とき／５月１１日･１８日、６月１日･
１５日･２９日、７月６日･１３日、８
月１０日、９月７日･２８日（全１０回）
いずれも火曜日　９：３０～１１：３０
ところ／伊豆長岡保健センター、江
間防災センターほか
参加費／１組１，０００円（材料費として）
定員／３０組（応募多数の場合は抽選）
申込み／４月２０日（火）までに電話
またはＦＡＸで下記へ申し込み
問合せ／市役所福祉課

電話０５５８‐７６‐８００８
ＦＡＸ０５５８‐７６‐８０２９

膝
ひざ

や腰への負担が少なく筋力アッ
プできます。ぜひご参加ください。
とき／【火曜日コース（全１０回）】
４月２７日～７月６日、１０：００～
１０：４０
【水曜日コース（全１０回）】４月２８
日～７月７日、１１：００～１１：４０
ところ／長岡温水プール「サンゆう」
対象／おおむね６０歳以上で、膝痛･
腰痛などがあり運動が必要な市民
＊介護認定者は除く　
定員／３０人（先着順） 参加料／無料　
＊以前に同教室に参加したことがあ
る人は、指導料３，０００円が必要。

＊プール使用料の１回３００円は自己
負担。
講師／伊豆スイムサポート
申込み／電話で下記へ申し込み
問合せ／長岡温水プール「サンゆう」

電話０５５‐９４７‐０１７６

障害者のスポーツの振興を目的
に、第１１回静岡県障害者スポーツ
大会「わかふじスポーツ大会」が開催
されます。参加希望者は、福祉課ま
でお問い合せください。
とき／９月５日（日）～１０月３日（日）
ところ／県内各競技場
申込み／４月１９日（月）～５月１４日
（金）
＊募集要項、申込用紙は福祉課まで。
問合せ／市役所福祉課

電話０５５８‐７６‐８００７

全国で唯一、「の国」と付く市名を
活かした「伊豆の国観光パスポート」
をご存じですか？観光パスポートを
持ってきた人に、各種サービスを提
供することで、リピーター増加と市
内産業の活性化を目指しています。
ただ今、店舗独自のサービスをして
いただける協賛店を募集していま
す。協賛店の情報は、パスポートマ
ップやホームページ等に掲載され、
お店の宣伝にもなります。
協賛金／２，０００円（加入時のみ）
＊４月３０日（金）までに申し込んだ
場合は、平成２２年度のマップに掲

災
害
に
対
す
る「
市
民
の
備
え
」

に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
屋
の
耐
震
補
強
や
家
具
の
固

定
で
、
身
の
ま
わ
り
を
安
全
に

す
る

②
非
常
持
出
品
や
三
日
分
の
食

料
、
資
機
材
等
を
備
蓄
す
る

③
地
震
や
水
害
発
生
時
の
避
難
地

や
避
難
場
所
を
確
認
す
る

④
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
注
意
す
る

⑤
隣
近
所
や
地
域
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に

し
、
助
け
合
う

行
政
の
備
え
と
市
民
の
備
え
の

両
方
が
あ
っ
て
こ
そ
、
災
害
に
よ

る
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
事
な
こ
と
は
「
今
で
き
る

備
え
を
事
前
に
や
っ
て
お
く
」
こ

と
で
す
。
昨
年
３
月
に
配
布
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

載できます。
申込み／電話で下記へ連絡
問合せ／伊豆の国観光パスポート事業
実行委員会（伊豆の国市観光協会内）
電話０５５‐９４８‐０３０４

タイへ初のチャー
ターを記念して、タ
イ国政府主催晩さん
会にご招待します。

魅力的な３コースを用意しました。
とき／４月２９日（木）～５月３日（月）
４泊５日
訪問先／Ａコース（バンコクとプー
ケット）、Ｂコース（アユタヤ遺跡と
ナコンシータラマート）、Ｃコース
（フリープラン）
定員／各コース１００人（先着順）
費用／１２０，０００円～１５０，０００円程度
＊タイ国政府主催晩さん会はサイア
ムニラミットシアターで開催予定。
申込み／住所、氏名、年齢、電話番
号を電話で下記へ申し込み
問合せ／静岡県企画調整局

電話０５４‐２２１‐３３５５

とき／４月２５日（日）
１０：００～１３：００

ところ／ぬくもりの里
内容／福祉車輌展示、福祉用品･機器
展示、福祉･介護相談、演芸慰問、各
種模擬店など
問合せ／ぬくもりの里　勝俣

電話０５５８‐７６‐６７００



所得の修正や世帯構成が変わった場
合などに窓口負担が変更になる場合
があります。
問合せ／市役所国保年金課

電話０５５‐９４８‐２９０５

４月１日（木）から「通所授産施設
田方･ゆめワーク」と「サポートセン

２０１０．４．１いずのくに ２０１０．４．１いずのくに25

お・知・ら・せ

他市町の中学生
といっしょに航海
体験や洋上研修、
そして雄大な自然

に囲まれた北海道での体験学習を通
じて、新しい自分発見や仲間づくり、
思い出づくりをしませんか。
とき／７月２９日（木）～８月４日（水）
（６泊７日）
研修地／北海道（大雪･札幌ほか）
応募資格／伊豆の国市、沼津市、裾
野市、函南町、清水町、長泉町在住
の中学生（全研修日程に参加可能な人）
定員／伊豆の国市から１５人（応募多
数は抽選）
＊抽選後のキャンセル（病気等を除
く）は不可。抽選に漏れた人は自動的
にキャンセル待ちとなります。
参加料／４５，０００円　
＊研修期間中の医療費、途中帰宅の
渡航費は個人負担。
申込み／中学校で配布または、社会
教育課、社会教育施設窓口にある申
込書に必要事項を記入し、５月１２日
（水）までに中学校へ提出
問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

24

お・知・ら・せ

問合せ・申込み
社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

４月１日（木）から市役所の休憩時
間が１２：００～１３：００までに変更に
なります。これに伴い、勤務時間が
これまでの８時間から７時間４５分
に短縮されますが、窓口業務はこれ
までどおり休憩時間も対応しますの
で、ご利用ください。
問合せ／市役所総務課

電話０５５‐９４８‐１４１１

制度改正により７０歳
から７４歳の人（注）が
医療機関で治療を受け
たときに支払う窓口負
担は、平成２２年４月か

ら２割に変更することになっていま
したが、この改正が引き続き凍結さ
れ、１割負担が継続されることにな
りました。
（注）「３割」負担の人、後期高齢者
医療制度の対象となる一定の障害認
定を受けた人は除きます。
国民健康保険高齢受給者証は、毎

年８月の更新時に前年の所得等をも
とに窓口負担が決められます。また、

五
月
か
ら
開
講
す
る
伊
豆
の
国
市
生
涯
学
習
塾
の
入
塾
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
、
体
育
系
部
門
十
八
講
座
、
文
化
系
部
門

四
十
八
講
座
の
計
六
十
六
講
座
で
す
。

新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
心
豊
か
で

充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
、
同
好
の
仲
間
と
楽
し
く
健
康
増
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
生
涯
学
習
を
気
軽
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

講
座
期
間

五
月
十
六
日（
日
）〜

平
成
二
十
三
年
三
月
十
三
日（
日
）

と
こ
ろ

市
内
社
会
教
育
施
設
等

＊
定
員
、
経
費
は
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す

＊
講
座
内
容
の
詳
細
を
掲

載
し
た
「
生
涯
学
習
情
報

誌
」
は
、
広
報
四
月
号
と

同
時
に
回
覧
し
ま
す
。
ご

希
望
の
場
合
は
、
市
役
所

各
庁
舎
ま
た
は
、
市
内
各

社
会
教
育
施
設
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

入塾締め切り迫る！
平成22年度生涯学習塾

左記「静岡県東部少年の船」に参加
する中学生の手本となり、研修生の
サポート役として参加してみません
か。
応募資格／伊豆の国市、沼津市、裾
野市、函南町、清水町、長泉町在住
の平成２年４月２日～平成７年４月
１日までに生まれた人で、全研修日
程に参加可能な人
定員／６人　参加費／無料
＊書類審査と面接を５月２２日（土）
沼津市青少年教育センターで実施し、
決定します。
申込み／社会教育課、社会教育施設
窓口、または市ホームページにある
応募用紙に必要事項を記入し、応募
の動機（８００字程度）を添えて、５月
１２日（水）までに社会教育課へ提出
問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

初めての人も経験者も多数ご参加
ください。
とき／４月１１日～６月２７日の毎週
日曜日、１３：００～１６：００（全９回。た
だし５月２日、６月６日･１３日を除く）

ところ／狩野川リバーサイドパーク
テニスコート（人工芝）
資格／市に在住･在勤する１８歳以上
の人
定員／３０人（先着順）
参加費／２，５００円（保険料込み）
指導／市ソフトテニス連盟
申込み／４月８日（木）までに用紙に
住所、氏名、年齢、性別、電話番号、
経験の有無を記入し社会教育課（あ
やめ会館内）に提出
問合せ／市ソフトテニス連盟事務局
鈴木　電話０９０‐４１９４‐０６３４

不妊症にお悩みの人、不妊治療の
ことを知ってみたい人を対象に勉強
会を開催します。予約は不要です。
とき／４月１７日（土）

１５：００～１７：２０
ところ／ツインメッセ静岡北館
内容／不妊治療の現状と支援策、不
妊治療における胚培養技術、不妊治
療における心理カウンセリング、高
度生殖補助医療技術の現状
参加費／無料
問合せ／静岡の不妊治療を考える会
（静岡レディースクリニック内）

電話０５４‐２５１‐０７７０

（
高
齢
者
）
高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

（
障
害
者
）
福
祉
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

問合せ

高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
で
積
極
的
に
外
出

し
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
も『
福
祉
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
』を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象

伊
豆
の
国
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
十
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

＊
年
度
途
中
で
七
十
五
歳
に
な
っ
て
も
交
付
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

＊
高
齢
者
、
障
害
者
で
重
複
す
る
場
合
は
、
高
齢
者
が

優
先
で
す
。

内
　
容

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
乗
車
運
賃
の
助
成

（
百
円
分
利
用
券
×
百
枚
＝
一
万
円
分
を
交
付
）

申
　
請

四
月
一
日（
木
）以
降
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
伊
豆
長
岡

庁
舎
）、
韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

福
祉
課
・
高
齢
者
支
援
課（
大
仁
庁
舎
）

＊
木
曜
日
は
十
九
時
ま
で
窓
口
延
長
し
て
い
ま
す
。

持
ち
物

①
窓
口
へ
申
請
に
来
る
人
の
印
鑑

②
対
象
と
な
る
人
の
証
明
書

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
う
ち
い
ず
れ
か
）

【まナビファイル１１】

団体名　生涯学習塾

市ホームページに昔と今の市内のようすが
わかる写真を掲載し、自分たちのふるさと
“伊豆の国市”をもっと身近に感じてもらい、
今まで以上に愛着をもってもらうことを目的
に「伊豆の国市今昔写真館」を開設します。市民はもとより、市にゆかり
のある当市出身者など、皆さんからのアクセスをお待ちしています。

（市ホームページ→今昔写真館のバナー）

＊携帯電話専用サイトからはアクセスできません。
問合せ／市役所秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

ターゆめワーク」は、開館日が変更
になります。
開館日／月･火･水･木･金曜日

＊土･日曜日、祝日は休館
＊新しく利用を希望する人や見学も
随時受け付けていますので、お気軽
にご相談ください。
問合せ／田方･ゆめワーク

電話０５５８‐７５‐５６００

市ホームページに『伊豆の国市今昔写真館』
私たちのふるさと“伊豆の国”

幼いころ遊んだ狩野川、おばあちゃんと手をつないで歩いたあの道
今はどのように変わったのだろう…。

そんな懐かしい風景とともに今の伊豆の国市のようすをお届けします

http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/ 

昭昭和和2299年年のの松松原原橋橋

大大正正22年年のの大大仁仁駅駅



２０１０．４．１いずのくに ２０１０．４．１いずのくに27

●
平
成
十
七
年
四
月
一
日
の
伊

豆
の
国
市
誕
生
と
同
時
に
発
行

開
始
し
た『
広
報
い
ず
の
く
に
』

も
、
い
よ
い
よ
次
号
で
百
号
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

さ
ん
と
市
政
を
つ
な
ぐ
広
報
紙

と
し
て
、
編
集
者
一
同
が
ん
ば

っ
て
い
き
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。
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く
す
る
と
、
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現
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。
つ
い
ば
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姿
が
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わ
い
く
て
、
リ
ン
ゴ
も
あ
げ
よ

う
と
木
に
刺
し
た
途
端
、
カ
ラ

ス
が
く
わ
え
て
飛
ん
で
い
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
…
。
仲
良
く
食

べ
て
欲
し
か
っ
た
の
に
…
。
井

編　集　後　記

住民登録人口●50,174人（男：24,206人、女：25,968人） 世帯●19,809
外国人登録人口●461人（男：183人、女：278人） 世帯●191

市の人口
（平成２２年３月１日現在）
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ゆずります

韮小･体育着･短パン　　　無　料
外部取付式スピーカー　　無　料
ミシン取り付け用刺繍

ししゅう

機　無　料
ボディーボード　　　　　無　料
１４インチテレビ　　　 無　料
ベビーバス　　　　　　　無　料
シングルベッド　　　　　無　料
マイクロコンポステレオ　無　料
新生児用クーハン　　　　無　料
ロッキングチェア　　　　無　料
ベビーベッド　　　　　　応　談
ベビー布団　　　　　　　応　談
ワープロ（東芝） 応　談
着物（小紋） 応　談
耕運機（５馬力） 応　談
女性用スノーボードブーツ･ウェア 応　談
スキー板･ブーツ･ウェア　応　談

ゆずってください

共和幼稚園制服　　　　　無　料
花器・抹茶茶碗　　　　　無　料
大人用自転車　　　　　　無　料
つえ　　　　　　　　　　無　料
エレクトーン　　　　　　無　料
女子用バレーボール練習着上･下 無　料
大仁高校女子用ワイシャツ･セーター 無　料
琴　　　　　　　　　　　無　料
大正琴　　　　　　　　　無　料
修善寺工業高校夏･冬用制服ズボン 無　料
ちとせ保育園服・体操着　応　談
電話機（子機２台付き） 応　談
桐たんす　　　　　　　　応　談
コンバイン　　　　　　　応　談
もみ乾燥機　　　　　　　応　談
わら切りカッター　　　　応　談

第67回 春の三島みどりまつり
とき／４月３日（土）･４日（日）

９：００～１６：００
ところ／長伏公園
内容／草花･庭木･園芸資材･竹細工･
金魚の展示と即売、新鮮野菜の即売
市、花苗･苗木･植土の無償配布、花
と緑のミニ講習会、せり市、緑の相
談、地産地消（軽食）、お楽しみ抽
選、フリーマーケット、など
問合せ／三島市水と緑の課

電話０５５‐９８３‐２６４２

春の柿田川みどりまつり
とき／４月１７日（土）･１８日（日）

いずれも９：００～１６：００
ところ／清水町総合運動公園
内容／花とみどりの体験教室、花と
緑の展示即売、土や堆肥等の販売ほか
問合せ／清水町都市計画課

電話０５５‐９８１‐８２２４
鯉のぼりフェスタ2010
とき／４月２５日（日）

９：３０～１４：００　　
ところ／狩野川ふれあい広場
内容／軽スポーツ（体力測定、パーク
ゴルフほか）、親子チャレラン（くつ
飛ばし、空き缶積みほか）、ふれあい
（一輪車、竹馬、ほか）コーナーなど
問合せ／ＮＰＯ法人清水町体育協会

電話０５５‐９８１‐５３０５

菜の花舞台
俳優 橋爪功氏と劇団円による菜

の花畑の中で行われる野外劇。土肥
の街人との交流を通して生まれる極
上のエンターテイメントです。
とき／４月１０日（土）開演１８：００

４月１１日（日）開演１１：３０
ところ／菜の花舞台特設会場（伊豆
市小土肥）
問合せ／ＮＰＯ豆州倶楽部菜の花舞台
実行委員会 電話０５５８‐９８‐２８６５

不用品活用バンクに登録すれば、
「ゆずってほしい」「ゆずりたい」人
を探します。来庁（韮山庁舎）か電
話でご登録ください。
（最高６カ月間、希望により再登録可）

＊市役所では品物を預かりません。相手が
現れたら双方に連絡先を教えます。売買
を生業としている人はご遠慮ください。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】

①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②広
報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必須）、

４月１２日（月）までに下記へお送りください。ご意見などは、
広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「かのがわさくらまつり」

正解者は６８／６８人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

杉山ひかり、月館由子、杉本ヨシエ、藤本澄子、青木レイ子、

川口真菜、佐藤すみ代、土屋香澄、丸山ユウコ、山本とし子

アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別の言

葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」という問題の

もとの言葉は「ナポレオン」という感じです。

では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

お・知・ら・せ

おいしいイチゴがたくさん味わえ
る「いちご祭り」を４月と５月に開
催します。いろいろ
なイベントが盛りだ
くさんです。ぜひお
越しください。
とき／４月３日（土）９：００～
ところ／江間いちご狩りセンター
内容／お楽しみくじ引き（入園者の
み）、伊豆三津シーパラダイスよる
「ふれあい水槽」、演奏など

とき／５月５日（水）９：００～
ところ／江間いちご狩りセンター、
伊豆長岡いちご狩りセンター
内容／【両園共通】入園特別料金
５００円（３歳以上）の３０分食べ放
題！（イチゴが終わり次第終了。ほ
かの割引券との併用は不可。入園
時間は江間いちご狩りセンターが
９：００～１６：００、伊豆長岡いちご
狩りセンターが９：００～１２：００。）
【江間会場】鱒のつかみ捕り、動物と
のふれあい広場、ジャムづくり体験
【長岡会場】投げもち大会など
問合せ／伊豆の国市観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４

と　き　

開場１８：３０
開演１９：００

ところ　アクシスかつらぎ
多目的ホール

出　演　矢辺新太郎、川口力
（サクソフォンデュオ”ア
クシス”）、薩川美和子
（ピアノ）

問合せ　アクシスかつらぎ
電話０５５‐９４８‐０２２５

サックスアンサンブル編

表紙は、昨年４月
６日に撮影した狩野
川さくら公園の桜。
今年もこの公園では
『狩野川さくら祭り』を開催中で、４月４日（日）に
ステージイベント、４月１１日（日）までの毎夕～
２１：００まで桜並木ライトアップを実施していま
す。皆さんも携帯電話やパソコンで桜の開花状況
をチェックして、ぜひ足を運んでみてください。

表紙より

ONE HUNDRED

誕
生
か
ら
六
年
目
、

『
広
報
い
ず
の
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五
月
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で
通
算
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号
を
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え
ま
す
。

次
号
を
楽
し
み
に
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待
ち
く
だ
さ
い
。

お題：アナグラム
脳の活性度　★★★★

答え○○○○○○○○○○○

Ｂ
さ
ん
は
、

名
刺
ス
ル
ー
？

（
び
ー
さ
ん
は
め
い
し
す
る
ー
）

入場
無料




